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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　　基地局から第１の構成情報を受信すること、ここで、前記第１の構成情報は、前記基
地局の特定のアンライセンスキャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１のサ
ブフレーム割振りを指示し、前記第１のサブフレーム割振りは、前記基地局についてのダ
ウンリンク／アップリンク構成を備え、ここにおいて、前記第１の構成情報は、前記基地
局のプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上の第１のフレーム中で受信され、前
記特定のアンライセンスキャリアは前記基地局のセカンダリコンポーネントキャリア（Ｓ
ＣＣ）であり、前記ＰＣＣはライセンススペクトル中にあり、前記ＳＣＣはアンライセン
ススペクトル中にあり、前記少なくとも１つのフレームは、前記ＳＣＣ上の前記第１のフ
レームを含み、前記第１の構成情報は、前記第１のフレームの最初のサブフレーム中に前
記ＰＣＣ上で受信される、と、
　　前記第１の構成情報の受信が成功したときに、前記第１のサブフレーム割振りに従っ
て、前記特定のアンライセンスキャリア上の前記少なくとも１つのフレーム中に前記基地
局からダウンリンクサブフレームを受信すること、ここで、前記ダウンリンクサブフレー
ムは、前記基地局からのデータ送信の最初のサブフレームであり、前記第１のサブフレー
ム割振りの開始に後続する、と、
　　前記ＳＣＣ上での前記基地局からの前記データ送信の開始を検出すること、ここにお
いて、前記基地局から前記ダウンリンクサブフレームを前記受信することは、データ送信
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の前記開始の検出が成功したときに実施される、
　を備える方法。
【請求項２】
　　前記アンライセンススペクトルを保持するために、前記ＳＣＣ上の前記第１のフレー
ムの最終サブフレームにおいて、前記基地局にデータを送信するか、または前記基地局か
らデータを受信することと、
　　前記ＰＣＣ上の第２のフレームの最初のサブフレームにおいて前記基地局から前記Ｓ
ＣＣについての第２の構成情報を受信すること、ここにおいて、前記第２のフレームは前
記第１のフレームに後続かつ連続し、前記第２の構成情報は、前記ＳＣＣ上の前記第２の
フレームについての第２のサブフレーム割振りを指示する、と、
　　前記基地局から第２のダウンリンクサブフレームを受信すること、ここで、前記第２
のダウンリンクサブフレームは前記第２のサブフレーム割振りの開始に後続する、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の構成情報は、１つのフレーム中での前記第１のサブフレーム割振りを指示し
、前記１つのフレームの前記第１のサブフレーム割振りは、前記少なくとも１つのフレー
ムの各フレームに適用される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　　ユーザ機器（ＵＥ）に第１の構成情報を送信すること、ここで、前記第１の構成情報
は、特定のアンライセンスキャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブ
フレーム割振りを指示し、前記第１のサブフレーム割振りは、前記基地局についてのダウ
ンリンク／アップリンク構成を備え、ここにおいて、前記特定のアンライセンスキャリア
は前記基地局のセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）であり、前記第１の構成情
報は、前記基地局のプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上の第１のフレーム中
で前記ＵＥに送信され、前記ＰＣＣはライセンススペクトル中にあり、前記ＳＣＣはアン
ライセンススペクトル中にあり、前記少なくとも１つのフレームは、前記ＳＣＣ上の前記
第１のフレームを含み、前記第１の構成情報は、前記第１のフレームの最初のサブフレー
ム中に前記ＰＣＣ上で送信される、と、
　　前記第１の構成情報の送信が成功したときに、前記第１のサブフレーム割振りに従っ
て、前記特定のアンライセンスキャリア上の前記少なくとも１つのフレーム中に前記ＵＥ
にダウンリンクサブフレームを送信すること、ここで、前記ダウンリンクサブフレームは
、データ送信の最初のサブフレームであり、前記第１のサブフレーム割振りの開始に後続
する、と
　　前記ＳＣＣ上での前記第１のサブフレーム割振りに従って、前記ＵＥにデータ送信の
開始を示すインジケータを送信すること、ここにおいて、前記ダウンリンクサブフレーム
を前記ＵＥに前記送信することは、前記インジケータの送信が成功したときに実施される
、
　を備える、方法。
【請求項５】
　前記アンライセンススペクトルを保持するために、前記ＳＣＣ上の前記第１のフレーム
の最終サブフレームにおいて、前記ＵＥからデータを受信するか、または前記ＵＥにデー
タを送信することと、
　前記ＰＣＣ上の第２のフレームの最初のサブフレームにおいて前記ＵＥに前記ＳＣＣに
ついての第２の構成情報を送信すること、ここにおいて、前記第２のフレームは前記第１
のフレームに後続かつ連続し、前記第２の構成情報は、前記ＳＣＣ上の前記第２のフレー
ムについての第２のサブフレーム割振りを指示する、と、
　前記ＵＥに第２のダウンリンクサブフレームを送信すること、ここで、前記第２のダウ
ンリンクサブフレームは前記第２のサブフレーム割振りの開始に後続する、
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
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【請求項６】
　第１のフレーム中の前記特定のアンライセンスキャリア上で、ユーザ機器（ＵＥ）にデ
ータ送信の開始を指示するインジケータを送信すること、ここにおいて、前記特定のアン
ライセンスキャリアはアンライセンススペクトル中にある、
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　ユーザ機器（ＵＥ）であって、
　　基地局から第１の構成情報を受信するための手段、ここにおいて、前記第１の構成情
報は、前記基地局の特定のアンライセンスキャリア上の少なくとも１つのフレームについ
ての第１のサブフレーム割振りを指示し、前記第１のサブフレーム割振りは、前記基地局
についてのダウンリンク／アップリンク構成を備え、ここにおいて、前記第１の構成情報
は、前記基地局のプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上の第１のフレーム中で
受信され、前記特定のアンライセンスキャリアは前記基地局のセカンダリコンポーネント
キャリア（ＳＣＣ）であり、前記ＰＣＣはライセンススペクトル中にあり、前記ＳＣＣは
アンライセンススペクトル中にあり、前記少なくとも１つのフレームは、前記ＳＣＣ上の
前記第１のフレームを含み、前記第１の構成情報は、前記第１のフレームの最初のサブフ
レーム中に前記ＰＣＣ上で受信される、と、
　　前記第１の構成情報の受信が成功したときに、前記第１のサブフレーム割振りに従っ
て、前記特定のアンライセンスキャリア上の前記少なくとも１つのフレーム中に前記基地
局からダウンリンクサブフレームを受信するための手段、ここで、前記ダウンリンクサブ
フレームは、前記基地局からのデータ送信の最初のサブフレームであり、前記第１のサブ
フレーム割振りの開始に後続する、と、
　　前記ＳＣＣ上での前記基地局からの前記データ送信の開始を検出するための手段、こ
こにおいて、前記基地局から前記ダウンリンクサブフレームを前記受信することは、デー
タ送信の前記開始の検出が成功したときに実施される、
　を備える、ＵＥ。
【請求項８】
　基地局であって、
　　ユーザ機器（ＵＥ）に第１の構成情報を送信するための手段、ここで、前記第１の構
成情報は、特定のアンライセンスキャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１
のサブフレーム割振りを指示し、前記第１のサブフレーム割振りは、前記基地局について
のダウンリンク／アップリンク構成を備え、ここにおいて、前記特定のアンライセンスキ
ャリアは前記基地局のセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）であり、前記第１の
構成情報は、前記基地局のプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上の第１のフレ
ーム中で前記ＵＥに送信され、前記ＰＣＣはライセンススペクトル中にあり、前記ＳＣＣ
はアンライセンススペクトル中にあり、前記少なくとも１つのフレームは、前記ＳＣＣ上
の前記第１のフレームを含み、前記第１の構成情報は、前記第１のフレームの最初のサブ
フレーム中に前記ＰＣＣ上で送信される、と、
　　前記第１の構成情報の送信が成功したときに、前記第１のサブフレーム割振りに従っ
て、前記特定のアンライセンスキャリア上の前記少なくとも１つのフレーム中に前記ＵＥ
にダウンリンクサブフレームを送信するための手段、ここで、前記ダウンリンクサブフレ
ームは、データ送信の最初のサブフレームであり、前記第１のサブフレーム割振りの開始
に後続する、と
　　前記ＳＣＣ上での前記第１のサブフレーム割振りに従って、前記ＵＥにデータ送信の
開始を示すインジケータを送信するための手段、ここにおいて、前記ダウンリンクサブフ
レームを前記ＵＥに前記送信することは、前記インジケータの送信が成功したときに実施
される、
　を備える、基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１５年１
月２９日に出願された「EIMTA CONFIGURATION FOR LTE IN UNLICENSED SPECTRUM」と題す
る米国仮出願第６２／１０９，５９９号、および２０１６年１月２２日に出願された「EI
MTA CONFIGURATION FOR LTE IN UNLICENSED SPECTRUM」と題する米国特許出願第１５／０
０４，６２８号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に、通信システムに関し、より詳細には、アンライセンススペク
トルにおいて、拡張型干渉軽減およびトラフィック適応（ｅＩＭＴＡ：enhanced interfe
rence mitigation and traffic adaptation）構成をＬＴＥ（登録商標）に適用する技法
に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。通
常のワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信
電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接
続技術を利用することができる。そのような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（
ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤ
ＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周
波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（Ｔ
Ｄ－ＳＣＤＭＡ）システムが含まれる。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、様々なワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球レベルで通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電
気通信規格において採用されている。例示的な電気通信規格はロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（
登録商標））によって公表されたユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステ
ム（ＵＭＴＳ）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善す
ること、コストを下げること、サービスを改善すること、新しいスペクトルを利用するこ
と、およびダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上で
はＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオー
プン規格とより良く統合することによって、モバイルブロードバンドインターネットアク
セスをより良くサポートするように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバ
ンドアクセスに対する需要が増大し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要で
ある。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気
通信規格とに適用可能であるべきである。
【０００５】
　[0005]ＬＴＥでは、ｅＩＭＴＡ無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）でスクランブ
ルされた物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）が、いくつかのｅＩＭＴＡ構成（
たとえば、ＤＬ／ＵＬ構成）を搬送し得る。さらに、これらのｅＩＭＴＡ構成は、マルチ
キャリア構成の一部としてスケジュールされた異なるキャリアに対応し得る。アンライセ
ンススペクトル上でのＬＴＥのためのｅＩＭＴＡ手順の使用を可能にする技法が必要とさ
れている。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]アンライセンススペクトルにおけるＬＴＥへの時分割複信（ＴＤＤ）およびｅＩ
ＭＴＡの適用では、この周波数範囲内で動作する無線アクセス技術（ＲＡＴ）からの干渉
と、ＲＡＴの挙動とを補償するために、様々な改変が必要とされる場合がある。アンライ
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センススペクトルにおける動作を促進するための修正ＴＤＤ構成とＵＥ挙動とを含む、様
々なＵＥおよび基地局方法が提示される。アンライセンススペクトルにおけるキャリア上
で通信するための構成情報がＵＥに伝えられる、ワイヤレス通信のための方法、装置、お
よびコンピュータ可読媒体が提供される。構成情報（configuration information）は、
アンライセンスキャリア上の少なくとも１つのフレームについてのサブフレーム割振りを
示す。他の態様は、送信の検出、新規および修正ｅＩＭＴＡ構成送信の通信、ならびに未
受信構成情報に対処するための機構を対象とする。
【０００７】
　[0007]本開示のある態様では、方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供される
。装置は、ＵＥであり得る。ＵＥは、基地局から、プライマリコンポーネントキャリア（
ＰＣＣ）上の第１のフレーム中で、セカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）につい
ての第１の構成情報を受信する。ＰＣＣは、ライセンススペクトル中にある。ＳＣＣは、
アンライセンススペクトル中にある。第１の構成情報は、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフ
レームについての第１のサブフレーム割振りを示す。ＵＥは、ＳＣＣ上での基地局からの
データ送信の開始を検出しようと試みる。ＵＥは、データ送信の開始を検出しようとする
試みが成功したときに、第１のサブフレーム割振りに従って、ＳＣＣ上の少なくとも１つ
のフレーム中に、基地局からダウンリンクサブフレームを受信する。ダウンリンクサブフ
レームは、データ送信の最初（initial）のサブフレームであり、第１のサブフレーム割
振りの開始に後続する。さらに、ＵＥは、基地局から、ＰＣＣ上の第１のフレーム中で、
ＳＣＣについての第１の構成情報を受信するための手段を含む。ＰＣＣは、ライセンスス
ペクトル中にある。ＳＣＣは、アンライセンススペクトル中にある。第１の構成情報は、
ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブフレーム割振りを示す。ＵＥ
は、ＳＣＣ上での基地局からのデータ送信の開始を検出しようと試みるための手段も含む
。ＵＥは、データ送信の開始を検出しようとする試みが成功したときに、第１のサブフレ
ーム割振りに従って、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレーム中に、基地局からダウンリン
クサブフレームを受信するための手段をさらに含む。ダウンリンクサブフレームは、デー
タ送信の最初のサブフレームであり、第１のサブフレーム割振りの開始に後続する。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様では、方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供される
。装置は、ＵＥであり得る。ＵＥは、第１のフレーム中の、キャリア上での基地局からの
データ送信の開始を検出する。キャリアは、アンライセンススペクトル中にある。ＵＥは
基地局から、キャリアについての第１の構成情報を受信しようと試みる。第１の構成情報
は、キャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブフレーム割振りを示す
。ＵＥは、キャリアについての第１の構成情報を受信しようとする試みが成功したときに
、第１のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の少なくとも１つのフレーム中に、基
地局からダウンリンクサブフレームを受信する。ダウンリンクサブフレームは、データ送
信の最初のサブフレームであり、第１のサブフレーム割振りの開始に後続する。さらに、
ＵＥは、第１のフレーム中の、キャリア上での基地局からのデータ送信の開始を検出する
ための手段を含む。キャリアは、アンライセンススペクトル中にある。ＵＥは、基地局か
ら、キャリアについての第１の構成情報を受信しようと試みるための手段も含む。第１の
構成情報は、キャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブフレーム割振
りを示す。ＵＥは、キャリアについての第１の構成情報を受信しようとする試みが成功し
たときに、第１のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の少なくとも１つのフレーム
中に、基地局からダウンリンクサブフレームを受信するための手段をさらに含む。ダウン
リンクサブフレームは、データ送信の最初のサブフレームであり、第１のサブフレーム割
振りの開始に後続する。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様では、方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供される
。装置は、基地局であり得る。基地局は、ＳＣＣについての第１の構成情報を、ＰＣＣ上
の第１のフレーム中でＵＥに送信する。ＰＣＣは、ライセンススペクトル中にある。ＳＣ
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Ｃは、アンライセンススペクトル中にある。第１の構成情報は、ＳＣＣ上の少なくとも１
つのフレームについての第１のサブフレーム割振りを示す。基地局は、ＳＣＣ上での第１
のサブフレーム割振りに従って、ＵＥにデータ送信の開始を示すインジケータを送信しよ
うと試みる。基地局は、インジケータを送信しようとする試みが成功したときに、第１の
サブフレーム割振りに従って、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレーム中に、ＵＥにダウン
リンクサブフレームを送信する。ダウンリンクサブフレームは、データ送信の最初のサブ
フレームであり、第１のサブフレーム割振りの開始に後続する。基地局は、ＳＣＣについ
ての第１の構成情報を、ＰＣＣ上の第１のフレーム中でＵＥに送信するための手段を含む
。ＰＣＣは、ライセンススペクトル中にある。ＳＣＣは、アンライセンススペクトル中に
ある。第１の構成情報は、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブフ
レーム割振りを示す。基地局は、ＳＣＣ上での第１のサブフレーム割振りに従って、ＵＥ
にデータ送信の開始を示すインジケータを送信しようと試みるための手段も含む。基地局
は、インジケータを送信しようとする試みが成功したときに、第１のサブフレーム割振り
に従って、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレーム中に、ＵＥにダウンリンクサブフレーム
を送信するための手段をさらに含む。ダウンリンクサブフレームは、データ送信の最初の
サブフレームであり、第１のサブフレーム割振りの開始に後続する。
【００１０】
　[0010]本開示の別の態様では、方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供される
。装置は、基地局であり得る。基地局は、第１のフレームにおいて、キャリア上でＵＥに
データ送信の開始を示すインジケータを送信する。キャリアは、アンライセンススペクト
ル中にある。基地局はＵＥに、キャリアについての第１の構成情報を送信しようと試みる
。第１の構成情報は、キャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブフレ
ーム割振りを示す。基地局は、キャリア上で第１の構成情報を送信しようとする試みが成
功したときに、第１のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の少なくとも１つのフレ
ーム中に、ＵＥにダウンリンクサブフレームを送信する。ダウンリンクサブフレームは、
データ送信の最初のサブフレームであり、第１のサブフレーム割振りの開始に後続する。
さらに、基地局は、第１のフレームにおいて、キャリア上でＵＥにデータ送信の開始を示
すインジケータを送信するための手段を含む。キャリアは、アンライセンススペクトル中
にある。基地局は、ＵＥに、キャリアについての第１の構成情報を送信しようと試みるた
めの手段も含む。第１の構成情報は、キャリア上の少なくとも１つのフレームについての
第１のサブフレーム割振りを示す。基地局は、キャリア上で第１の構成情報を送信しよう
とする試みが成功したときに、第１のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の少なく
とも１つのフレーム中に、ＵＥにダウンリンクサブフレームを送信するための手段をさら
に含む。ダウンリンクサブフレームは、データ送信の最初のサブフレームであり、第１の
サブフレーム割振りの開始に後続する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】[0011]ネットワークアーキテクチャの例を示す図。
【図２】[0012]アクセスネットワークの例を示す図。
【図３】[0013]ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を示す図。
【図４】[0014]ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を示す図。
【図５】[0015]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの例を示す図。
【図６】[0016]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およびユーザ機器（
ＵＥ）の例を示す図。
【図７】[0017]一構成におけるプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）およびセカ
ンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイヤレス通信を
示す図。
【図８】[0018]別の構成におけるＰＣＣおよびＳＣＣ上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイヤ
レス通信を示す図。
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【図９】[0019]別の構成におけるＰＣＣおよびＳＣＣ上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイヤ
レス通信を示す図。
【図１０】[0020]別の構成におけるＰＣＣおよびＳＣＣ上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイ
ヤレス通信を示す図。
【図１１】[0021]別の構成におけるＰＣＣおよびＳＣＣ上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイ
ヤレス通信を示す図。
【図１２】[0022]ある構成におけるキャリア上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイヤレス通信
を示す図。
【図１３】[0023]ある構成におけるキャリア上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイヤレス通信
を示す図。
【図１４】[0024]別の構成におけるキャリア上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイヤレス通信
を示す図。
【図１５】[0025]ＰＣＣおよびＳＣＣ上でのＵＥのワイヤレス通信の方法のフローチャー
ト。
【図１６】[0026]ＰＣＣおよびＳＣＣ上でのＵＥのワイヤレス通信の別の方法のフローチ
ャート。
【図１７】[0027]キャリア上でのＵＥのワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１８】[0028]キャリア上でのＵＥのワイヤレス通信の別の方法のフローチャート。
【図１９】[0029]ＰＣＣおよびＳＣＣ上での基地局のワイヤレス通信の方法のフローチャ
ート。
【図２０】[0030]ＰＣＣおよびＳＣＣ上での基地局のワイヤレス通信の別の方法のフロー
チャート。
【図２１】[0031]キャリア上での基地局のワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図２２】[0032]キャリア上での基地局のワイヤレス通信の別の方法のフローチャート。
【図２３】[0033]例示的な装置における異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフ
ローを示す概念データフロー図。
【図２４】[0034]別の例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフ
ローを示す概念データフロー図。
【図２５】[0035]処理システムを利用する装置のためのハードウェア実装形態の例を示す
図。
【図２６】[0036]処理システムを利用する別の装置のためのハードウェア実装形態の例を
示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[0037]添付の図面に関して以下で説明される詳細な説明は、様々な構成の説明として意
図されており、本明細書で説明される概念が実践され得る構成を表すことは意図されてい
ない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。しか
しながら、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実践され得ることは当業者には明
らかであろう。場合によっては、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られて
いる構造および構成要素がブロック図の形で示される。
【００１３】
　[0038]ここで、様々な装置および方法を参照しながら電気通信システムのいくつかの態
様が提示される。これらの装置および方法は、以下の発明を実施するための形態で説明さ
れ、様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、アルゴリズム
など（「要素」と総称される）によって添付の図面に示される。これらの要素は、電子ハ
ードウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装さ
れ得る。そのような要素がハードウェアとして実装されるか、またはソフトウェアとして
実装されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
【００１４】
　[0039]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
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または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装されてもよい。プロセッサ
の例としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（
ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デ
バイス（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示
全体に渡って説明される様々な機能を実施するために構成された他の好適なハードウェア
がある。処理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソ
フトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハード
ウェア記述言語と呼ばれるか、または他の名称で呼ばれるかにかかわらず、命令、命令セ
ット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソ
フトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェ
アパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッ
ド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解釈されるものとする。
【００１５】
　[0040]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明される機能は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る
。ソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、
コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、または符号化され得る。コンピュータ可読媒体
はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータがアクセスできる任意の利用
可能な媒体であってもよい。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は
、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的消去可能プ
ログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスクＲＯＭ（ＣＤ－
ＲＯＭ）もしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気
ストレージデバイス、上述のタイプのコンピュータ可読媒体の組合せ、またはコンピュー
タによってアクセスされ得る、命令もしくはデータ構造の形態のコンピュータ実行可能コ
ードを記憶するために使用され得る任意の他の媒体を備えることができる。
【００１６】
　[0041]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャを示す図である。ＬＴＥネットワー
クアーキテクチャは発展型パケットシステム（ＥＰＳ）１００と呼ばれることがある。Ｅ
ＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無
線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ）１
１０と、事業者のインターネットプロトコル（ＩＰ）サービス１２２とを含み得る。ＥＰ
Ｓは他のアクセスネットワークと相互接続することができるが、簡単にするために、それ
らのエンティティ／インターフェースは図示されていない。図示のように、ＥＰＳはパケ
ット交換サービスを提供するが、当業者が容易に諒解するように、本開示全体に渡って提
示される様々な概念は、回線交換サービスを提供するネットワークに拡張され得る。
【００１７】
　[0042]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と、他のｅＮＢ１０８と、
マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）１２８とを含む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０
２に向かってユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーンプロトコル終端とを提供する
。ｅＮＢ１０６は、バックホール（たとえば、Ｘ２インターフェース）を介して他のｅＮ
Ｂ１０８に接続され得る。ＭＣＥ１２８は、発展型マルチメディアブロードキャストマル
チキャストサービス（ＭＢＭＳ）（ｅＭＢＭＳ）のために時間／周波数無線リソースを割
り振り、ｅＭＢＭＳのために無線構成（たとえば、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ
））を決定する。ＭＣＥ１２８は、別個のエンティティ、またはｅＮＢ１０６の一部であ
り得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、ノードＢ、アクセスポイント、基地トランシーバ局、
無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ）、拡
張サービスセット（ＥＳＳ）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅ
ＮＢ１０６は、ＥＰＣ１１０へのアクセスポイントをＵＥ１０２に提供する。ＵＥ１０２
の例は、セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）フォン
、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マルチメデ
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ィアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレー
ヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、または任意の他の同様の機能デバイスを含む。Ｕ
Ｅ１０２は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、
ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイ
ヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端
末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクラ
イアント、クライアント、または何らかの他の適切な用語で呼ばれることもある。
【００１８】
　[0043]ｅＮＢ１０６は、ＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理
エンティティ（ＭＭＥ）１１２と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０と、他のＭＭＥ
１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、マルチメディアブロードキャストマルチキ
ャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１２４と、ブロードキャストマルチキャストサ
ービスセンタ（ＢＭ－ＳＣ）１２６と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウ
ェイ１１８とを含み得る。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリ
ングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を提供
する。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲートウェイ１１６を通して転送され、
サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲ
ートウェイ１１８は、ＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他の機能を提供する。ＰＤＮゲ
ートウェイ１１８およびＢＭ－ＳＣ１２６はＩＰサービス１２２に接続される。ＩＰサー
ビス１２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（Ｉ
ＭＳ）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）、および／または他のＩＰサービスを含
み得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、ＭＢＭＳユーザサービスプロビジョニングおよび配信のた
めの機能を与え得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のための
エントリポイントとして働き得、ＰＬＭＮ内のＭＢＭＳベアラサービスを許可し、開始す
るために使用され得、ＭＢＭＳ送信をスケジュールし、配信するために使用され得る。Ｍ
ＢＭＳゲートウェイ１２４は、特定のサービスをブロードキャストするマルチキャストブ
ロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属するｅＮＢ（たとえば
、１０６、１０８）にＭＢＭＳトラフィックを配信するために使用され得、セッション管
理（開始／停止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集することとを担当し得る。
【００１９】
　[0044]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセルラ
ー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０
８が、セル２０２のうちの１つまたは複数と重なるセルラー領域２１０を有し得る。より
低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）
）、ピコセル、マイクロセル、またはリモート無線ヘッド（ＲＲＨ）であってよい。マク
ロｅＮＢ２０４はそれぞれ、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２内のすべ
てのＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるように構成される。アクセ
スネットワーク２００のこの例では集中型コントローラはないが、代替構成では集中型コ
ントローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制
御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性
を含む、すべての無線関係機能を担当する。ｅＮＢは、１つまたは複数（たとえば、３つ
）のセル（セクタとも呼ばれる）をサポートし得る。「セル」という用語は、ｅＮＢの最
小カバレッジエリアおよび／または特定のカバレッジエリアをサービスするｅＮＢサブシ
ステムを指すことがある。さらに、「ｅＮＢ」、「基地局」、および「セル」という用語
は、本明細書では互換的に使用されることがある。
【００２０】
　[0045]アクセスネットワーク２００によって用いられる変調方式および多元接続方式は
、導入されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分
割複信（ＦＤＤ）とＴＤＤの両方をサポートするために、ＯＦＤＭＡがＤＬ上で使用され
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、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。当業者が以下の詳細な説明から容易に諒解する
ように、本明細書で提示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これら
の概念は、他の変調および多元接続技法を使用する他の電気通信規格に容易に拡張されて
もよい。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－
ＤＯ）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯお
よびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として第３世代パートナーシップ
プロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエアインターフェース規格であり、移
動局に対してブロードバンドインターネットアクセスを可能にするためにＣＤＭＡを使用
する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣ
ＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴ
ＲＡ）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））
、ならびに、ＯＦＤＭＡを採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２
．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））
、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－
ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、およびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されてい
る。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採
用される実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステム
に課された全体的な設計制約に依存することになる。
【００２１】
　[0046]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、異なるデータストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デー
タストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、ま
たは全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これは
、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のスケ
ーリングを適用し）、次いで、ＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともにＵＥ２０６に到着し、これ
により、ＵＥ２０６の各々がそのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータストリ
ームを復元することが可能になる。ＵＬ上では、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディ
ングされたデータストリームを送信し、これにより、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコー
ディングされた各データストリームのソースを識別できるようになる。
【００２２】
　[0047]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好なときに使用される。チャネル状態
があまり好ましくないとき、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるために
ビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを介して送信するためにデ
ータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにおいて
良好なカバレッジを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルストリ
ームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２３】
　[0048]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様について、ＤＬ上で
ＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシン
ボル内でいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法である。
サブキャリアは正確な周波数で離間される。この離間は、受信機がサブキャリアからデー
タを復元することを可能にする「直交性」をもたらす。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル
間干渉をなくすために、各ＯＦＤＭシンボルにガードインターバル（たとえば、サイクリ
ックプレフィックス）が付加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を
補償するために、ＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形でＳＣ－ＦＤＭＡを使用することができる
。
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【００２４】
　[0049]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を示す図３００である。フレーム
（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレーム
は、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリソ
ースグリッドが使用される場合があり、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リ
ソースグリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、ノーマルサイクリック
プレフィックスの場合、リソースブロックは、合計８４個のリソース要素について、周波
数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、時間領域中に７つの連続するＯ
ＦＤＭシンボルを含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスの場合、リソースブロッ
クは、合計７２個のリソース要素について、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリ
アを含んでおり、時間領域中に６つの連続するＯＦＤＭシンボルを含んでいる。Ｒ３０２
、３０４として示されるリソース要素のうちのいくつかは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）
を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ）３０
２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理
ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）がマッピングされるリソースブロック上で送信される。
各リソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが
受信するリソースブロックが多いほど、および変調方式が高いほど、ＵＥのデータレート
は高くなる。
【００２５】
　[0050]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を示す図４００である。ＵＬのた
めの利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され得
る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能な
サイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報を送信するために
ＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべての
リソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、単一のＵＥがデータセクション中の
連続サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし得る、連続サブキャリアを含
むデータセクションをもたらす。
【００２６】
　[0051]ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロ
ック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥは、ｅＮＢにデータを送信するために
、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る。ＵＥ
は、制御セクションの中に割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル（
ＰＵＣＣＨ）において制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセクションの中に割り当て
られたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）においてデータまたは
データと制御情報の両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわ
たり得、周波数上でホッピングし得る。
【００２７】
　[0052]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）
４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソースブロックのセットが使用され得る。ＰＲ
ＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかなるＵＬデータ／シグナリングをも
搬送することができない。各ランダムアクセスプリアンブルは、６つの連続するリソース
ブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネットワークによって指定される。
すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、特定の時間および周波数リソースに
限定される。ＰＲＡＣＨの場合、周波数ホッピングはない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブ
フレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレームのシーケンス中で搬送され、ＵＥ
は、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試みを行うことができる。
【００２８】
　[0053]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコ
ルアーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３という３つのレイヤで示され
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る。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理機能を実
装する。Ｌ１レイヤは、本明細書では物理レイヤ５０６と呼ばれる。レイヤ２（Ｌ２レイ
ヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮＢと
の間のリンクを担当する。
【００２９】
　[0054]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）サブレイヤ５１０と、無線リンク制御（ＲＬＣ）
サブレイヤ５１２と、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）５１４サ
ブレイヤとを含む。図示されないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１
８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（た
とえば、遠端ＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤとを含む、
Ｌ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有することができる。
【００３０】
　[0055]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化
を提供する。また、ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、無線送信オーバヘッドを低減するため
の上位レイヤデータパケットのためのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することに
よるセキュリティと、ＵＥのためのｅＮＢ間ハンドオーバサポートとを提供する。ＲＬＣ
サブレイヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリアセンブ
リと、紛失データパケットの再送と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）に起因して
異なる順序で受信されたデータパケットを補償するための並べ替えとを提供する。ＭＡＣ
サブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を提供する
。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、１つのセルの中の様々な無線リソース（たとえば、リ
ソースブロック）をＵＥの間で割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた
、ＨＡＲＱ演算を担当する。
【００３１】
　[0056]制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチ
ャは、制御プレーンに関するヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およ
びＬ２レイヤ５０８についても実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ
３レイヤ）の中に無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブレイ
ヤ５１６は、無線リソース（たとえば、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮＢとＵＥと
の間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担当する。
【００３２】
　[0057]図６は、アクセスネットワークにおいてＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０
のブロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コント
ローラ／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイ
ヤの機能性を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、ヘッダ圧縮と、
暗号化と、パケットのセグメント化および並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチ
ャネルとの間の多重化と、様々な優先度メトリックに基づくＵＥ６５０への無線リソース
割振りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ演算と、紛失パケッ
トの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００３３】
　[0058]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ）、４位相
シフトキーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、多値直交振幅
変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づく信号コンスタレーションへのマッピングとを容易にするた
めの、コーディングとインターリービングとを含む。次いで、コード化および変調された
シンボルが、並列ストリームに分割される。次いで、各ストリームは、ＯＦＤＭサブキャ
リアにマッピングされ、時間領域および／または周波数領域において基準信号（たとえば
、パイロット）と多重化され、次いで、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して合成



(13) JP 6695886 B2 2020.5.20

10

20

30

40

50

されて、時間領域のＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成する。Ｏ
ＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーディング
される。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変調方式を
決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５
０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され
得る。各空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６
２０に与えられ得る。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームで
ＲＦキャリアを変調し得る。
【００３４】
　[0059]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、情報を受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１レ
イヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられ
た空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実施し得る。複数の空間ス
トリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらの空間ストリームはＲＸプロセッサ６５
６によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は
、次いで、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領
域から周波数領域にコンバートする。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアご
とに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと基準信
号とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号のコンスタレーション
ポイントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推
定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チ
ャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元するために
復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コントローラ／
プロセッサ６５９に与えられる。
【００３５】
　[0060]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０は、コンピュータ可読媒体と呼ばれ得る。ＵＬにおいて、コントローラ／プロ
セッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トラン
スポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多重化と、パケットリアセンブリと、暗号解
読（decipher）と、ヘッダ解凍（decompression）と、制御信号処理とを提供する。上位
レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシ
ンク６６２に供給される。様々な制御信号が、Ｌ３処理ができるようにデータシンク６６
２に提供され得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ演算をサポートす
るために、肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用す
る誤り検出を担当する。
【００３６】
　[0061]ＵＬにおいて、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位
レイヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のす
べてのプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能性と
同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグ
メンテーションおよび並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理
チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレー
ンおよび制御プレーンに関するＬ２レイヤを実装する。また、コントローラ／プロセッサ
６５９は、ＨＡＲＱ演算と、紛失パケットの再送信と、ｅＮＢ６１０へのシグナリングと
を担当する。
【００３７】
　[0062]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからチャネル推
定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方式を
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選択することと、空間処理を容易にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８によ
って使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、別個の
送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられ得る。各送信機６５４ＴＸは
、送信のためにそれぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変調し得る。
【００３８】
　[0063]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した様式と同様の様式
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤ
を実装し得る。
【００３９】
　[0064]コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤを実装する。コントローラ／プ
ロセッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ
得る。メモリ６７６は、コンピュータ可読媒体と呼ばれ得る。ＵＬでは、コントローラ／
プロセッサ６７５は、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多重化と、パケ
ットリアセンブリと、暗号解読と、ヘッダ解凍と、制御信号処理とを行って、ＵＥ６５０
からの上位レイヤパケットを復元する。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイ
ヤパケットは、コアネットワークに提供され得る。コントローラ／プロセッサ６７５はま
た、ＨＡＲＱ演算をサポートするために、ＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫのプロトコルを
使用する誤り検出を担当する。
【００４０】
　[0065]図７は、一構成におけるＰＣＣおよびＳＣＣ上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイヤ
レス通信を示す図７００である。ｅＮＢ７０２が、ＰＣＣ７０６およびＳＣＣ７０８上で
ＵＥ７０４と通信し得る。ＰＣＣ７０６はライセンススペクトル中にあり、ＳＣＣ７０８
はアンライセンススペクトル中にある。ＰＣＣ７０６は、フレーム期間７９２および７９
４とそれぞれ重なるフレーム７１１および７１３とともに示されている。フレーム７１１
は、サブフレーム期間７７０～７７９とそれぞれ重なるサブフレーム７２０～７２９を含
む。フレーム７１３は、サブフレーム期間７８０～７８９とそれぞれ重なるサブフレーム
７３０～７３９を含む。ＳＣＣ７０８は、フレーム期間７９２および７９４とそれぞれ重
なるフレーム７１２および７１４とともに示されている。フレーム７１２は、サブフレー
ム期間７７１～７７９とそれぞれ重なるサブフレーム７４１～７４９を含む。干渉時間期
間７６０ならびにチャネル予約およびアクセス指示信号７６１（たとえば、ダウンリンク
チャネル使用ビーコンシーケンス（Ｄ－ＣＵＢＳ））が、フレーム７１２に先行する。フ
レーム７１４は、サブフレーム期間７８０～７８９とそれぞれ重なるサブフレーム７５０
～７５９を含む。一例では、ＰＣＣ７０６はダウンリンク（ＤＬ）送信用に構成されてよ
く、ＰＣＣ７０６上で送信されるフレームは、ダウンリンクサブフレームのみを含み得る
。ただし、ＰＣＣ７０６は、ＴＤＤまたはＦＤＤ実装形態に従って、アップリンクおよび
ダウンリンクサブフレームの両方で構成されてもよい。ＳＣＣ７０８は、ＴＤＤモードに
あり、異なる時間において、ＤＬおよびアップリンク（ＵＬ）送信用に構成され得る。Ｓ
ＣＣ７０８上で送信されるフレームは、１つもしくは複数のダウンリンクサブフレーム（
Ｄ）、１つもしくは複数のアップリンクサブフレーム（Ｕ）、および／または１つもしく
は複数の特殊サブフレーム（Ｓ）を有し得る。さらに、ｅＮＢ７０２は、ｅＩＭＴＡ構成
におけるＳＣＣ７０８上のフレームについて、ダウンリンクサブフレーム、アップリンク
サブフレーム、および／または特殊サブフレームの割振りを指示することができ、この割
振りは、ＵＥ７０４に送信されることになる。
【００４１】
　[0066]ｅＩＭＴＡ無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）でスクランブルされた物理
ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）が、いくつかのｅＩＭＴＡ構成（たとえば、Ｄ
Ｌ／ＵＬ構成）を搬送し得る。さらに、これらのｅＩＭＴＡ構成は、マルチキャリア構成
の一部としてスケジュールされた異なるＳＣＣに対応し得る。たとえば、２０ＭＨｚキャ
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リアにおいて使われる１５ビットのデータは、５つの異なり得るＤＬ／ＵＬ構成を示し得
る。１０ＭＨｚキャリアにおいて使われる１３ビットのデータは、４つの異なり得るＤＬ
／ＵＬ構成を示し得る。ｅＮＢ７０２は、所与のキャリア用のＤＬ／ＵＬ構成を導出する
ために、ＰＤＣＣＨ中で監視するべきビットのグループをＵＥ７０４に指示するのに、Ｒ
ＲＣ構成メッセージを使うことができる。
【００４２】
　[0067]さらに、ｅＮＢ７０２は、ＰＣＣ７０６およびＳＣＣ７０８に加え、１つまたは
複数のＳＣＣを確立することができる。ＵＥ７０４は、異なるＳＣＣ用のＤＬ／ＵＬ構成
を導出するために、ＰＣＣ７０６上のｅＩＭＴＡ－ＲＮＴＩベースのＰＤＣＣＨ中で、ビ
ットの異なるセットを監視することができる。
【００４３】
　[0068]ＳＣＣ７０８によって使われるアンライセンススペクトルは、１つまたは複数の
他のＲＡＴ（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１）によって共有され得る。ｅＮＢ７０２は
、アンライセンススペクトルを共有するＲＡＴのキャリア検知および衝突回避機構を、ア
ンライセンススペクトルを予約するために使用し得る。たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１
がアンライセンススペクトルを共有しているとき、ｅＮＢ７０２は、アンライセンススペ
クトルを予約するのにチャネル予約機構（channel reservation mechanism）を利用する
ことができる。
【００４４】
　[0069]この構成において、ＳＣＣ７０８上でＵＥ７０４とデータを通信することを決定
すると、ｅＮＢ７０２は、フレーム期間７９２中にＰＣＣ７０６上で送信されるフレーム
７１１中でＳＣＣ７０８に適用されるべきｅＩＭＴＡ構成をＵＥ７０４に送信することが
できる。フレーム７１１は、フレーム期間７９２のサブフレーム期間中に各々が送信され
る１０個のサブフレーム（すなわち、サブフレーム７２０～７２９）を有する。フレーム
７１１の選択されたサブフレーム、たとえば、サブフレーム７２０またはサブフレーム７
２５は、ｅＩＭＴＡ構成を含む。ＵＥ７０４を対象とするｅＩＭＴＡ構成は、ＵＥ７０４
のｅＩＭＴＡ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＰＤＣＣＨ中に含められ得る。スクランブ
ルされたＰＤＣＣＨは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマット１Ｃを含み得る。
サブフレーム７２０を受信すると、ＵＥ７０４は、共通探索空間中で、スクランブルされ
たＰＤＣＣＨを検出し、復号する。ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム中で、ダウンリンクサブ
フレーム、アップリンクサブフレーム、および特殊サブフレームの割振りを指示する。た
とえば、ｅＩＭＴＡ構成は、スケジュールされたフレームについて、サブフレーム０～５
がダウンリンクサブフレームであることと、サブフレーム６および９が特殊サブフレーム
であることと、サブフレーム７～８がアップリンクサブフレームであることとを指示し得
る。
【００４５】
　[0070]このような構成に関して、ダウンリンクとアップリンクとの間のスイッチは、特
殊サブフレームであるサブフレーム７４６およびサブフレーム７４９中で起こる。特殊サ
ブフレームは、ＬＴＥ　ＴＤＤ構成において共通する、ダウンリンク部分（ＤｗＰＴＳ）
、ガード期間（ＧＰ）、およびアップリンク部分（ＵｐＰＴＳ）という３つの部分に分離
され得る。さらに、特殊サブフレームは、アンライセンススペクトル挙動に関連する他の
送信を含み得る。一技法では、ＳＣＣ７０８上のフレームの最終サブフレームは特殊サブ
フレーム（すなわち、Ｓ’）であり得る。特殊サブフレームＳ’の時間期間（たとえば、
サブフレーム期間７７９）内に、ｅＮＢ７０２は、次のフレーム期間（たとえば、フレー
ム期間７９４）についてアンライセンススペクトルを獲得するために、アンライセンスス
ペクトルを共有する、ＲＡＴの予約機構（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１に関して、Ｄ
ＣＦ）を使用し得る。
【００４６】
　[0071]フレーム期間７９２の始めに、ｅＮＢ７０２は、アンライセンススペクトルを共
有するＲＡＴの予約機構を使って、アンライセンススペクトルを獲得しようと試み得る。
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たとえば、アンライセンススペクトルがＩＥＥＥ８０２．１１によって共有される場合、
ｅＮＢ７０２は、アンライセンススペクトルを獲得するのに、様々な媒体アクセス／ラン
ダムアクセス手順を使うことができる。ｅＮＢ７０２は、アンライセンススペクトルを獲
得するのに、時間期間７６０だけかかり得る。アンライセンススペクトルを獲得した後、
ｅＮＢ７０２は、次のサブフレーム期間中に、ＵＥ７０４とデータを通信し始めることが
できる。この例では、時間期間７６０は、フレーム期間７９２のサブフレーム期間７７０
内にある。したがって、ｅＮＢ７０２は、フレーム期間７９２の次のサブフレーム期間（
すなわち、サブフレーム期間７７１）中にＵＥ７０４とデータを通信し始めることができ
る。
【００４７】
　[0072]一技法では、ｅＮＢ７０２は、上記で説明したように、ＳＣＣ７０８についての
ｅＩＭＴＡ構成を、ＰＣＣ７０６上でＵＥ７０４に送信する。さらに、ｅＩＭＴＡ構成は
、ＳＣＣ７０８上で送信されるフレームの境界が、ＰＣＣ７０６上で送信されるフレーム
とアライメントされるべきであることを示すことができる。
【００４８】
　[0073]第１のオプションでは、ｅＩＭＴＡ構成は、サブフレームの割振りが、ＳＣＣ７
０８上の１つのフレームに適用されるべきであることを示す。言い換えると、ｅＩＭＴＡ
構成の周期（periodicity）（Ｔ）は、事前設定（preconfigured）された数のサブフレー
ムであり得る。この具体例では、周期は１０個のサブフレームである（すなわち、Ｔ＝１
０）。他の例では、周期は、１２、１４、２０、または他の適した数のサブフレームであ
る。ｅＩＭＴＡ構成は、ＰＣＣ７０６上で送信されるフレームのサブフレーム０に含まれ
てよく、ＵＥ７０４に、同じフレーム期間中にＳＣＣ７０８上で送信されるフレームに割
振りを適用するよう要求し得る。この例では、ｅＮＢ７０２は、ｅＩＭＴＡ構成を、フレ
ーム期間７９２中に送信されるフレーム７１１のサブフレーム７２０中で送信する。ｅＩ
ＭＴＡ構成は、ＳＣＣ７０８上でフレーム期間７９２中に送信されるフレームに適用され
ることになる。たとえば、ｅＩＭＴＡ構成は、適用されるべきフレームについて、サブフ
レーム０～５がダウンリンクサブフレームであることと、サブフレーム６および９が特殊
サブフレームであることと、サブフレーム７～８がアップリンクサブフレームであること
とを指示し得る。
【００４９】
　[0074]上記で説明したように、ｅＮＢ７０２は、サブフレーム期間７７０内にある時間
期間７６０においてアンライセンススペクトルを獲得する。ｅＮＢ７０２は、フレーム期
間７９２の残りのサブフレーム期間中に、部分的フレーム７１２がＵＥ７０４と通信され
得ると決定する。具体的には、ｅＮＢ７０２は、フレーム期間７９２のサブフレーム期間
７７１～７７９中に、部分的フレーム７１２のサブフレーム７４１～７４９がＵＥ７０４
と通信され得ると決定する。ＵＥ７０４は、この具体例のｅＩＭＴＡ構成に従って、サブ
フレーム７４１～７４５がダウンリンクサブフレームであり、サブフレーム７４６および
サブフレーム７４９が特殊サブフレームであり、サブフレーム７４７～７４８がアップリ
ンクサブフレームであるとさらに決定する。サブフレーム７４１を送信するのに先立って
、ｅＮＢ７０２は、部分的フレーム７１２の開始をＵＥ７０４に知らせるために、チャネ
ル予約およびアクセス指示信号７６１（たとえば、Ｄ－ＣＵＢＳであり得る）をＳＣＣ７
０８上で送信する。チャネル予約およびアクセス指示信号７６１を受信すると、ＵＥ７０
４は、たとえば、ＰＣＣ７０６上で受信された同期情報に基づいて、部分的フレーム７１
２の送信が、サブフレーム期間７７１の始めに開始すると決定することができる。ＵＥ７
０４は次いで、ｅＩＭＴＡ構成に従って、部分的フレーム７１２を処理し、通信する。
【００５０】
　[0075]一技法では、ｅＮＢ７０２およびＵＥ７０４は、フレームの通信を常にダウンリ
ンクサブフレーム中に始めるように構成され得る。この例では、ＵＥ７０４は、サブフレ
ーム７４１がダウンリンクサブフレームであると決定し得る。したがって、ＵＥ７０４は
、サブフレーム期間７７１中にサブフレーム７４１を受信するように動作する。同様に、
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ＵＥ７０４は、サブフレーム７４２～７４５がダウンリンクサブフレームであると決定し
、サブフレーム７４２～７４５を受信するように動作する。ＵＥ７０４は、サブフレーム
７４７～７４８がアップリンクサブフレームであるとさらに決定し、それらのサブフレー
ムを、ｅＮＢ７０２にデータを送信するのに使用することができる。
【００５１】
　[0076]上記で説明したように、この技法において、ｅＮＢ７０２は、ダウンリンクサブ
フレームが利用可能であるときのみ、部分的フレーム７１２を送信し始める。いくつかの
状況では、ｅＮＢ７０２は、アンライセンススペクトルを獲得するのに、比較的長い時間
がかかり得る。たとえば、時間期間７６０はサブフレーム期間７７０～７７６を占有し得
る。したがって、部分的フレーム７１２は、サブフレーム７４７～７４９のみを含むこと
になる。この例では、サブフレーム７４７は、アップリンクサブフレームとして割り振ら
れる。したがって、ｅＮＢ７０２は、サブフレーム７４７に先行する部分的フレーム７１
２の開始を示すためのチャネル予約およびアクセス指示信号７６１をＵＥ７０４に送信し
ない。さらに、ｅＮＢ７０２は、アンライセンススペクトルを保持するために、ＵＥ７０
４によって認識可能でない信号を、サブフレーム期間７７７～７７９中にアンライセンス
スペクトル上で送信し得る。したがって、ｅＮＢ７０２は、次のフレーム期間（すなわち
、フレーム期間７９４のサブフレーム期間７８０）の始めにおいてアンライセンススペク
トルを使うことができる。その後、ｅＮＢ７０２は、ＰＣＣ７０６上でフレーム期間７９
４中に、フレーム７１３のサブフレーム７３０中でｅＩＭＴＡ構成を送信する。ｅＩＭＴ
Ａ構成を受信すると、ＵＥ７０４は、フレーム期間７９４中にＳＣＣ７０８上で送信され
るフレーム７１４にｅＩＭＴＡ構成を適用する。
【００５２】
　[0077]図７から明らかなように、様々な例が、一連のダウンリンクサブフレーム、また
はその何らかの変形体でｅＩＭＴＡ構成を始める可能性を想定している。一技法では、ｅ
ＮＢ７０２は、ＳＣＣ７０８上のフレームではダウンリンクサブフレームすべてが連続し
、アップリンクサブフレームすべてが連続し、さらに、ダウンリンクサブフレームがアッ
プリンクサブフレームに先立って割り振られることをＵＥ７０４に知らせ得る。たとえば
、割振りは、Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｓ　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｓ’であり得る。ｅＮＢは、参照サ
ブフレーム指示を使って、割振りなどを実装し得る。たとえば、ｅＮＢは、既存のＴＤＤ
構成Ｄ　Ｓ　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ用の参照サブフレーム５（サブフレームは
０から始まる）を指示して、構成を５つのサブフレームだけシフトさせて、新規構成Ｄ　
Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｓ　Ｕ　Ｕ　Ｕを生成し得る。このようなシフティング機構を使っ
て、ｅＮＢは、ダウンリンクおよびアップリンクサブフレームを、アンライセンススペク
トルにおいてＬＴＥにとってより好適な構成に並べることができる。
【００５３】
　[0078]明示的および暗黙的シグナリングを含む様々な技法が、参照サブフレーム指示を
実装するのに使われ得る。たとえば、参照サブフレーム指示は、ｅＩＭＴＡ構成とともに
、インデックスまたは他の値として明示的に送信され得る。
【００５４】
　[0079]様々な暗黙的シグナリング方法がまた使用され得る。たとえば、サブフレーム０
においてｅＩＭＴＡ構成を送信するのではなく、ｅＩＭＴＡは参照サブフレーム上で送信
され得る。したがって、ｅＩＭＴＡ構成がサブフレーム５上で送信されるにおいては、送
信されるｅＩＭＴＡ構成は、５つのサブフレーム分シフトされるが、それでもやはり、次
のフレームのサブフレーム０において始まる。同様の例において、ｅＩＭＴＡ構成がサブ
フレーム５上で送信されるときには、送信されるｅＩＭＴＡ構成はサブフレーム５におい
て始まり、次のサブフレーム用の実装を効果的にシフトする。さらに別の例では、ｅＩＭ
ＴＡ構成がサブフレーム５上で送信されるときには、ｅＩＭＴＡ構成は、直ちに有効にな
り得、ｅＩＭＴＡ構成のサブフレーム５で開始する。
【００５５】
　[0080]サブフレーム５および構成Ｄ　Ｓ　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄは例示のた
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めにのみ使われたものであるので、他の様々なサブフレーム構成および参照サブフレーム
が使用され得る。
【００５６】
　[0081]代替として、ｅＮＢ７０２は、割振りを指示するためのｅＩＭＴＡ構成をＰＣＣ
７０６上で送信しないことがあり得る。そうではなく、ＵＥ７０４は、連続ダウンリンク
サブフレームを検出した後でダウンリンクサブフレームを検出しないときに、アップリン
クサブフレームおよび特殊サブフレームの割振りを決定し得る。ＵＥ７０４は、ＳＣＣ７
０８上のフレーム中で、連続ダウンリンクサブフレームには特殊サブフレーム（Ｓ）が続
き、アップリンクサブフレーム（Ｕ）が特殊サブフレーム（Ｓ）に続き、フレーム中の最
終サブフレームが別の特殊サブフレーム（Ｓ’）であると決定することができる。
【００５７】
　[0082]図８は、別の構成におけるＰＣＣおよびＳＣＣ上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイ
ヤレス通信を示す図８００である。ＰＣＣ７０６は、フレーム期間８９２および８９４と
それぞれ重なるフレーム８１１および８１３とともに示されている。フレーム８１１は、
サブフレーム期間８７０～８７９とそれぞれ重なるサブフレーム８２０～８２９を含む。
フレーム８１３は、サブフレーム期間８８０～８８９とそれぞれ重なるサブフレーム８３
０～８３９を含む。ＳＣＣ７０８は、フレーム期間８９２および８９４とそれぞれ重なる
フレーム８１２および８１４とともに示されている。フレーム８１２は、サブフレーム期
間８７５～８７９とそれぞれ重なるサブフレーム８４５～８４９を含む。干渉時間期間８
６０ならびにチャネル予約およびアクセス指示信号８６１（たとえば、Ｄ－ＣＵＢＳ）が
、フレーム８１２に先行する。フレーム８１４は、サブフレーム期間８８０～８８９とそ
れぞれ重なるサブフレーム８５０～８５９を含む。
【００５８】
　[0083]この構成において、ｅＮＢ７０２は、ＳＣＣ７０８における使用のためのｅＩＭ
ＴＡ構成を選択し、次いで、ｅＩＭＴＡ構成が、複数の連続するダウンリンクサブフレー
ムを割り振るかどうかを決定する。ｅＩＭＴＡ構成が、複数の連続するダウンリンクサブ
フレームを割り振る場合、ｅＮＢ７０２は、連続するダウンリンクサブフレームのうちの
最初のサブフレームのインデックスを見つけ、次いで、選択されたフレーム期間中に、同
じインデックスを有するサブフレーム中でｅＩＭＴＡ構成を送信する。ｅＩＭＴＡ構成は
、選択されたフレーム期間中に送信されるフレームの、同じインデックスを有するサブフ
レームにおいて始まるとともに次のフレーム期間中のフレーム中に拡張する、ＳＣＣ７０
８上で送信される１つの仮想フレーム８９６にｅＩＭＴＡ構成が適用されるべきであるこ
とを示すことができる。
【００５９】
　[0084]たとえば、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム中の第０～第９のサブフレームをＤ　Ｓ
　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄとして割り振ることができる。ｅＮＢ７０２は、ｅＩ
ＭＴＡ構成が、第５～第９のサブフレーム中で、連続ダウンリンクサブフレームを割り振
ると決定する。連続ダウンリンクサブフレームのうちの最初のサブフレームが、第５のサ
ブフレームである。したがって、ｅＮＢ７０２は、ｅＩＭＴＡ構成を、フレーム期間８９
２中にＰＣＣ７０６上で送信されるフレーム８１１のサブフレーム８２５中に含める。ｅ
ＩＭＴＡ構成は、適用可能サブフレームが、フレーム期間７９２中に送信されるフレーム
８１２のサブフレーム８４５～８４９およびＳＣＣ７０８上でフレーム期間７９４中に送
信されるフレーム８１４のサブフレーム８５０～８５４であることを示す。これらの１０
個のサブフレーム（すなわち、仮想フレーム８９６）の割振りは、Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　
Ｄ　Ｓ　Ｕ　Ｕ　Ｕとなる。
【００６０】
　[0085]ｅＮＢ７０２は、アンライセンススペクトルを獲得するのに時間期間８６０を使
用し得、次いで、フレーム８１２の送信の開始を指示するために、サブフレーム期間８７
５に先立って、ＳＣＣ７０８上でチャネル予約およびアクセス指示信号８６１を送信する
。チャネル予約およびアクセス指示信号８６１を検出すると、ＵＥ７０４は、フレーム８
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１２のサブフレーム８４５～８４９およびフレーム８１４のサブフレーム８５０～８５４
の次のサブフレーム（たとえば、サブフレーム８４５）において、ｅＮＢ７０２と通信し
始める。いくつかの状況では、ｅＮＢ７０２は、アンライセンススペクトルを獲得するの
に、比較的長い時間がかかり得る。たとえば、時間期間８６０はサブフレーム期間８７５
～８７７を占有し得る。したがって、ＵＥ７０４は、フレーム８１２のサブフレーム８４
８においてｅＮＢ７０２と通信し始める。一技法では、ＳＣＣ７０８上でのｅＮＢ７０２
とＵＥ７０４との間の通信は、ｅＮＢ７０２からＵＥ７０４に対して、ダウンリンクサブ
フレームにおいて開始するよう求められ得る。したがって、ｅＩＭＴＡ構成に関連付けら
れた１０個のサブフレームのうちの最初の連続するダウンリンクサブフレームは、ｅＮＢ
７０２に、アンライセンススペクトルを獲得するためのより多くの機会を提供し、次いで
、ｅＮＢ７０２とＵＥ７０４との間の通信が遅延なく迅速に開始するように、ＵＥ７０４
にダウンリンクサブフレームを直ちに送信し得る。さらに、ｅＮＢ７０２は、フレーム８
１３のサブフレーム８３５中で別のｅＩＭＴＡ構成を送信することができる。ｅＩＭＴＡ
構成を受信すると、ＵＥ７０４は、サブフレーム８５５において始まるｎ個のサブフレー
ムに、ｅＩＭＴＡ構成を適用する（ここで、ｎは、所定の整数値、たとえば、１０もしく
は１１、またはＲＲＣもしくはＭＡＣシグナリングによりシグナリングされる値であり得
る）。
【００６１】
　[0086]図９は、別の構成におけるＰＣＣおよびＳＣＣ上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイ
ヤレス通信を示す図９００である。ＰＣＣ７０６は、フレーム期間９９２および９９４と
それぞれ重なるフレーム９１１および９１３とともに示されている。フレーム９１１は、
サブフレーム期間９７０～９７９とそれぞれ重なるサブフレーム９２０～９２９を含む。
フレーム９１３は、サブフレーム期間９８０～９８９とそれぞれ重なるサブフレーム９３
０～９３９を含む。ＳＣＣ７０８は、フレーム期間９９４および９９６とそれぞれ重なる
フレーム９１２および９１４とともに示されている。フレーム９１２は、サブフレーム期
間９８１～９８９とそれぞれ重なるサブフレーム９４１～９４９を含む。干渉時間期間９
６０ならびにチャネル予約およびアクセス指示信号９６１（たとえば、Ｄ－ＣＵＢＳ）が
、フレーム９１２に先行する。フレーム９１４は、フレーム期間９９６と重なるサブフレ
ーム９５０～９５９を含む。
【００６２】
　[0087]この構成において、ｅＩＭＴＡ構成は、ＳＣＣ７０８上の複数のフレームに適用
されるべきであるサブフレームの割振りを指示する。たとえば、ｅＩＭＴＡ構成の周期（
Ｔ）は、２０、４０、または８０個のサブフレームであってよい（すなわち、Ｔ＝２０、
４０、または８０）。一技法では、ＰＣＣ７０６上の（ｍＴ／１０）番目のフレーム（す
なわち、（ｍＴ／１０）番目のフレーム期間内のフレーム）中のサブフレーム中で指示さ
れるｅＩＭＴＡ構成が、ＳＣＣ７０８上の（ｍＴ／１０＋１）番目、（ｍＴ／１０＋２）
番目、．．．、（（ｍ＋１）Ｔ／１０）番目のフレームのために使われるべきである。ｍ
は０よりも大きい整数である。この例では、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム期間９９２中に
送信されるフレーム９１１のサブフレーム中に含められ得る。ｅＩＭＴＡ構成は、ｅＩＭ
ＴＡ構成が、それぞれ、後続フレーム期間９９４およびフレーム期間９９６中にＳＣＣ７
０８上で送信されるフレーム９１２およびフレーム９１４に適用されるべきであることを
示す。上記で説明したように、ｅＮＢ７０２は、時間期間９６０中にアンライセンススペ
クトルを獲得し、次いで、フレーム９１２の開始をＵＥ７０４に知らせるために、ＳＣＣ
７０８上でチャネル予約およびアクセス指示信号９６１を送信する。フレーム９１２の開
始を検出すると、ＵＥ７０４は、図７～図８に関して上述したのと同様に、ｅＩＭＴＡ構
成に従ってフレーム９１２を通信する。その後、ＵＥ７０４は同様に、フレーム９１４の
開始を検出し得る。フレーム９１４の開始を検出すると、ＵＥ７０４は、ｅＩＭＴＡ構成
に従ってフレーム９１４を通信する。
【００６３】
　[0088]図７を再び参照すると、一シナリオでは、ｅＩＭＴＡ構成は、Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｓ　
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Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｓという割振りを指示し得る。上述したように、部分的フレーム７
１２の送信は、ダウンリンクサブフレームにおいて始まる。ｅＮＢ７０２が、たとえば、
サブフレーム期間７７４までチャネルアクセスを取得しない場合、ＵＥ７０４は、ダウン
リンクサブフレームを検出せず、フレーム期間７９２中にｅＮＢ７０２と通信しない。し
たがって、サブフレーム期間７７４～７７９は、これらの期間中のサブフレームはアップ
リンクサブフレームであるとｅＮＢ７０２が宣言しているので、浪費され得る。一技法で
は、ＵＥ７０４が、受信されたｅＩＭＴＡ構成が有効でないと決定した場合、ＵＥ７０４
は、次の数個のサブフレームがダウンリンクサブフレームであると仮定し得る。この例で
は、ＵＥ７０４は、サブフレーム７４４～７４９がダウンリンクサブフレームであると仮
定し得る。したがって、ｅＮＢ７０２は、ＵＥ７０４の仮定を意識して、たとえば、サブ
フレーム期間７７４中に、アンライセンススペクトルを獲得した後、サブフレーム７４４
～７４９上で送信し得る。代替として、ＵＥ７０４はデフォルトｅＩＭＴＡ構成を有する
場合があり、ｅＮＢ７０２およびＵＥ７０４はこのシナリオにおいてデフォルトｅＩＭＴ
Ａ構成を使うことができる。別の技法では、上記シナリオにおいて、ＵＥ７０４は、次の
無線フレーム（すなわち、フレーム７１４）の開始まで、ｅＮＢ７０２が非アクティブで
あると仮定し得る。
【００６４】
　[0089]別のシナリオでは、サブフレーム中のアップリンク許可は、ｅＩＭＴＡ構成と合
致しない場合がある。たとえば、ｅＩＭＴＡ構成は、部分的フレーム７１２用にＤ　Ｄ　
Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｓ　Ｕ　Ｕという割振りを指示し得る。ただし、ＵＥ７０４はその
後、サブフレーム７４６についてのアップリンク許可を検出し、この許可は、ｅＩＭＴＡ
構成によるサブフレーム７４６についてのダウンリンクサブフレーム割振りと衝突（conf
lict）する。一技法では、ＵＥ７０４は、アップリンク許可に従って動作し得る。つまり
、アップリンク許可はｅＩＭＴＡ構成に優先する（overrides）。別の技法では、ＵＥ７
０４は、衝突するアップリンク許可はフォールスアラームであると仮定し得る。
【００６５】
　[0090]別のシナリオでは、ＵＥ７０４は、たとえば、ｅＮＢ７０２から、フレーム７１
３のサブフレーム７３０中でｅＩＭＴＡ構成を受信する。同時に、ＵＥ７０４は、ダウン
リンクサブフレームであるサブフレーム７５０を、ＳＣＣ７０８上で受信する。さらに、
ｅＩＭＴＡ構成は、サブフレーム７５１を、たとえば、ダウンリンクサブフレームまたは
特殊サブフレームとして割り振ることができ、ＵＥ７０４は、ｅＩＭＴＡ構成の割振りに
従ってｅＮＢ７０２とサブフレーム７５１を通信するために、通常は約１ｍｓであるサブ
フレーム期間７８０中にｅＩＭＴＡ構成を処理する必要がある。ＵＥ７０４が、ｅＩＭＴ
Ａ構成を処理し、サブフレーム７５１用の割振りを決定するのに、サブフレーム期間７８
０よりも長い時間期間がかかる場合、ＵＥ７０４は、サブフレーム７５１を使用すること
ができない可能性がある。
【００６６】
　[0091]たとえば、一技法では、ＵＥ７０４が、ｅＩＭＴＡ構成を処理するのに１．５ｍ
ｓを必要とする場合、ｅＮＢ７０２は、ｅＩＭＴＡ構成が最初の２つのサブフレームをダ
ウンリンクサブフレームとして割り振ることを、ＵＥ７０４に知らせればよい。したがっ
て、サブフレーム７３０中でｅＩＭＴＡ構成を受信すると、ＵＥ７０４は、ｅＩＭＴＡ構
成を処理するのに、サブフレーム期間７８０～７８１を使うことができる。言い換えると
、ｅＮＢ７０２は、ＵＥ７０４に十分な処理時間を与えるために、ＵＥ７０４によってｅ
ＩＭＴＡ構成を処理するのに必要とされる時間期間に従って、いくつかの最初のサブフレ
ーム（たとえば、２、３、または４つのサブフレーム）をダウンリンクサブフレームとし
て割り振る。
【００６７】
　[0092]代替として、ＵＥ７０４は、処理時間期間中に受信されたサブフレームをバッフ
ァリングし、ＵＥ７０４が、バッファリングされたサブフレームの割振りを決定するため
にｅＩＭＴＡ構成を処理した後、バッファリングされたサブフレームを処理することがで
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きる。たとえば、サブフレーム７３０中でｅＩＭＴＡ構成を受信すると、ＵＥ７０４は、
サブフレーム７５０がダウンリンクサブフレームであることを知り、サブフレーム７５１
をバッファリングし、ＵＥ７０４がｅＩＭＴＡ構成を処理するまで、サブフレーム７５１
を処理するのを遅延させ得る。
【００６８】
　[0093]別の技法では、ｅＮＢ７０２は、フレーム７１４用のｅＩＭＴＡ構成をフレーム
７１１中で送信することができ、したがって、ＵＥ７０４に、ｅＩＭＴＡ構成を処理する
ための十分な時間を与える。言い換えると、ｅＮＢ７０２は、そのフレーム期間に先行す
るフレーム期間中のフレーム期間中に使われるべきｅＩＭＴＡ構成を送信する。
【００６９】
　[0094]図１０は、別の構成におけるＰＣＣおよびＳＣＣ上でのＵＥとｅＮＢとの間のワ
イヤレス通信を示す図１０００である。ＰＣＣ７０６は、フレーム期間１０９２および１
０９４とそれぞれ重なるフレーム１０１１および１０１３とともに示されている。フレー
ム１０１１は、サブフレーム期間１０７０～１０７９とそれぞれ重なるサブフレーム１０
２０～１０２９を含む。フレーム１０１３は、サブフレーム期間１０８０～１０８９とそ
れぞれ重なるサブフレーム１０３０～１０３９を含む。ＳＣＣ７０８は、フレーム期間１
０９２および１０９４とそれぞれ重なるフレーム１０１２および１０１４とともに示され
ている。フレーム１０１２は、サブフレーム期間１０７７～１０７９とそれぞれ重なるサ
ブフレーム１０４７～１０４９を含む。発見信号１０６７、干渉時間期間１０６０ならび
にチャネル予約およびアクセス指示信号１０６１（たとえば、Ｄ－ＣＵＢＳ）が、フレー
ム１０１２に先行する。フレーム１０１４は、サブフレーム期間１０８０～１０８９とそ
れぞれ重なるサブフレーム１０５０～１０５９を含む。発見ウィンドウ１０６４はサブフ
レーム期間１０７０～１０８４と重なる。
【００７０】
　[0095]この構成において、ｅＮＢ７０２は、アンライセンススペクトルにおけるＳＣＣ
７０８上で、発見ウィンドウにおいて１つまたは複数の発見信号を定期的に送信すること
ができる。たとえば、ｅＮＢ７０２は、１５個のサブフレーム期間を占有する発見ウィン
ドウ１０６４を割り振ることができる。特に、発見ウィンドウ１０６４は、フレーム期間
１０９２のサブフレーム期間１０７０から始まり、フレーム期間１０９４のサブフレーム
期間１０８４において終わる。この例では、ｅＮＢ７０２は、発見ウィンドウ１０６４に
おいて、ＳＣＣ７０８上で１つまたは複数の発見信号１０６７を送信する。１つまたは複
数の発見信号１０６７は、ＳＣＣ７０８上で干渉時間期間１０６０と重なり得る。
【００７１】
　[0096]一技法では、ｅＮＢ７０２は、ＰＣＣ７０６上でフレーム期間１０９２中に送信
されるフレーム１０１１のサブフレーム１０２０中でｅＩＭＴＡ構成を送信し得る。ｅＩ
ＭＴＡ構成は、１つのフレーム（たとえば、フレーム期間１０９２中に送信されるフレー
ム）中で適用されるべきサブフレームの割振りを指示し得る。さらに、ｅＮＢ７０２は、
サブフレーム期間１０７０～１０７６中に、１つまたは複数の発見信号を送信し終えた後
、チャネル予約およびアクセス指示信号１０６１を送信する。チャネル予約およびアクセ
ス指示信号１０６１を受信すると、ＵＥ７０４は、フレーム１０１２の送信が、サブフレ
ーム期間１０７７の始めに開始すると決定し得る。代替として、ｅＮＢ７０２は、サブフ
レーム期間１０７７中に送信されるフレーム１０１１のサブフレーム１０２７（すなわち
、チャネル予約およびアクセス指示信号１０６１の後の第１のダウンリンクサブフレーム
）中でｅＩＭＴＡ構成を送信し得る。ＵＥ７０４は次いで、ｅＩＭＴＡ構成に従って、フ
レーム１０１２を処理し、通信する。さらに、ｅＮＢ７０２は、ＰＣＣ７０６上でフレー
ム期間１０９４中に送信されるフレーム１０１３のサブフレーム１０３０中でｅＩＭＴＡ
構成を送信する。ｅＩＭＴＡ構成を受信すると、ＵＥ７０４は、フレーム期間１０９４中
にＳＣＣ７０８上で送信されるフレーム１０１４にｅＩＭＴＡ構成を適用する。
【００７２】
　[0097]さらに、上記で説明したように、ＵＥ７０４が、ｅＩＭＴＡ構成中で指示された
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ダウンリンクサブフレーム中でチャネル予約およびアクセス指示信号１０６１を検出しな
い場合、ＵＥ７０４は、現在のフレーム中のｅＩＭＴＡ構成を、前に受信されたＲＲＣメ
ッセージ中で指示されたデフォルト構成でオーバーライド（override）し得る。
【００７３】
　[0098]図１１は、別の構成におけるＰＣＣおよびＳＣＣ上でのＵＥとｅＮＢとの間のワ
イヤレス通信を示す図１１００である。ＰＣＣ７０６は、フレーム期間１１９２および１
１９４とそれぞれ重なるフレーム１１１１および１１１３とともに示されている。フレー
ム１１１１は、サブフレーム期間１１７０～１１７９とそれぞれ重なるサブフレーム１１
２０～１１２９を含む。フレーム１１１３は、サブフレーム期間１１８０～１１８９とそ
れぞれ重なるサブフレーム１１３０～１１３９を含む。ＳＣＣ７０８は、それぞれ、フレ
ーム期間１１９２および１１９４内に始まる仮想フレーム１１１２および１１１４ととも
に示されている。仮想フレーム１１１２は、サブフレーム期間１１７２～１１８１とそれ
ぞれ重なるサブフレーム１１４０～１１４９を含む。干渉時間期間１１６０ならびにチャ
ネル予約およびアクセス指示信号１１６１（たとえば、Ｄ－ＣＵＢＳ）が、仮想フレーム
１１１２に先行する。仮想フレーム１１１４は、サブフレーム期間１１８４中に始まるサ
ブフレーム１１５０～１１５９を含み得る。干渉時間期間１１６４ならびにチャネル予約
およびアクセス指示信号１１６５（たとえば、Ｄ－ＣＵＢＳ）が、フレーム１１１４に先
行する。
【００７４】
　[0099]この構成では、ｅＮＢ７０２は、ＰＣＣ７０６上で、フレーム１１１１のサブフ
レーム１１２０中でｅＩＭＴＡ構成を送信し得る。ｅＩＭＴＡ構成は、１つまたは複数の
フレーム期間（すなわち、ｅＩＭＴＡ構成期間）中にＳＣＣ７０８上のフレームに適用さ
れるべきサブフレームの割振りを指示し得る。この例では、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム
期間１１９２とフレーム期間１１９４とを含むｅＩＭＴＡ構成期間に適用されるべきであ
る。上記で説明したように、ｅＮＢ７０２は、アンライセンススペクトルを獲得するのに
、時間期間１１６０を使うことができる。アンライセンススペクトルを獲得した後、この
構成において、ｅＮＢ７０２は、フレーム期間１１９２中に始まってフレーム期間１１９
４中に終わる完全長フレームである仮想フレーム１１１２の開始をＵＥ７０４に知らせる
ために、ＳＣＣ７０８上でチャネル予約およびアクセス指示信号１１６１を送信すること
ができる。この例では、仮想フレーム１１１２は、サブフレーム期間１１７３において始
まり、サブフレーム期間１１８１において終わるか、またはサブフレームアライメントに
かかわらず、Ｄ－ＣＵＢＳが完了すると始まり、１つのフレーム後で終わり得る。したが
って、チャネル予約およびアクセス指示信号１１６１を受信すると、ＵＥ７０４は、仮想
フレーム１１１２が、サブフレーム期間１１７３の始めに開始すると決定し得る。ＵＥ７
０４は次いで、ｅＩＭＴＡ構成に従って、仮想フレーム１１１２を処理し、通信する。
【００７５】
　[00100]仮想フレーム１１１２を通信した後、ｅＮＢ７０２は、現在時間が依然として
ｅＩＭＴＡ構成期間内であると決定することができ、したがって、アンライセンススペク
トルを再度獲得するのに時間期間１１６４を使うことができる。アンライセンススペクト
ルを獲得した後、ｅＮＢ７０２は、仮想フレーム１１１４の開始をＵＥ７０４に知らせる
ために、ＳＣＣ７０８上でチャネル予約およびアクセス指示信号１１６５を送信すること
ができる。一技法では、仮想フレーム１１１４は、フレーム期間１１９４中に始まって、
フレーム期間１１９４に続くフレーム期間１１９６中に終わる、完全長フレームであり得
る。言い換えると、仮想フレーム１１１４はサブフレーム１１５０～１１５９を含む。別
の技法では、仮想フレーム１１１４は、フレーム期間１１９４の境界（すなわち、ｅＩＭ
ＴＡ構成期間の最後（end））において終わり得る。言い換えると、仮想フレーム１１１
４はサブフレーム１１５０～１１５５を含む。
【００７６】
　[00101]さらに、フレーム期間１１９６が、上記で説明した発見ウィンドウとして割り
振られ、フレーム期間１１９６中の仮想フレーム１１１４のサブフレーム（すなわち、サ
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ブフレーム１１５６～１１５９）が、発見ウィンドウと干渉し得る１つまたは複数のアッ
プリンクサブフレームであるとき、ｅＮＢ７０２および／またはＵＥ７０４は、フレーム
期間１１９４の境界において仮想フレーム１１１４を打ち切る（truncate）ことができる
。さらに、ＵＥ７０４は、発見ウィンドウに相対した仮想フレーム１１１４の開始位置と
、ｅＩＭＴＡ構成とに基づいて、仮想フレーム１１１４を打ち切るかどうかを決定するこ
とができる。
【００７７】
　[00102]図１２は、ある構成におけるキャリア上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイヤレス
通信を示す図１２００である。ｅＮＢ１２０２が、ＴＤＤモードで、キャリア１２０８上
でＵＥ１２０４と通信する。連続フレーム期間１２９２および１２９４が、それぞれ、サ
ブフレーム期間１２７０～１２７９およびサブフレーム期間１２８０～１２８９を有する
。キャリア１２０８は、フレーム期間１２９２および１２９４とそれぞれ重なるフレーム
１２１２および１２１４とともに示されている。フレーム１２１２は、サブフレーム期間
１２７１～１２７９とそれぞれ重なるサブフレーム１２４１～１２４９を含む。干渉時間
期間１２６０ならびにチャネル予約およびアクセス指示信号１２６１（たとえば、Ｄ－Ｃ
ＵＢＳ）が、フレーム１２１２に先行する。フレーム１２１４は、サブフレーム期間１２
８０～１２８９とそれぞれ重なるサブフレーム１２５０～１２５９を含む。上記で説明し
たように、キャリア１２０８上で送信されるフレームは、ｅＩＭＴＡ構成に従って、ダウ
ンリンクサブフレーム（Ｄ）、アップリンクサブフレーム（Ｕ）、および／または特殊サ
ブフレーム（Ｓ）を有し得る。さらに、キャリア１２０８は、アンライセンススペクトル
中にある。
【００７８】
　[00103]ＵＥ１２０４は、たとえば、ライセンススペクトル中のキャリア上でｅＮＢ１
２０２によって送信される同期情報に基づいて、ｅＮＢ１２０２によって使われるのフレ
ーム期間を決定し得る。キャリア１２０８上でＵＥ１２０４とデータを通信することを決
定すると、ｅＮＢ１２０２は、アンライセンススペクトルを共有するＲＡＴの予約機構を
使って、アンライセンススペクトルを獲得しようと試みる。たとえば、アンライセンスス
ペクトルがＩＥＥＥ８０２．１１によって共有される場合、ｅＮＢ１２０２は、アンライ
センススペクトルを獲得するのに、様々な媒体アクセス／ランダムアクセス手順を使うこ
とができる。ｅＮＢ１２０２は、アンライセンススペクトルを獲得するのに、時間期間１
２６０だけかかり得る。アンライセンススペクトルを獲得した後、ｅＮＢ１２０２は、次
のサブフレーム期間中に、ＵＥ１２０４とデータを通信し始めてよい。この例では、時間
期間１２６０は、フレーム期間１２９２のサブフレーム期間１２７０内にある。その後、
ｅＮＢ１２０２は、サブフレーム１２４１～１２４９を含むフレーム１２１２の開始をＵ
Ｅ１２０４に知らせるために、キャリア１２０８上でチャネル予約およびアクセス指示信
号１２６１を送信する。ｅＮＢ１２０２は、フレーム１２１２のサブフレーム中でｅＩＭ
ＴＡ構成を送信することができる。一技法では、フレーム１２１２はダウンリンクサブフ
レームで始まる。
【００７９】
　[00104]一オプションにおいて、ｅＩＭＴＡ構成は、ｅＩＭＴＡ構成の周期（Ｔ）が１
０個のサブフレームである（すなわち、Ｔ＝１０）ことを示す。一技法において、ｅＮＢ
１２０２は、フレーム１２１２のどのダウンリンクサブフレーム中でもｅＩＭＴＡ構成を
送信することができる。ｅＩＭＴＡ構成は、割振りが、フレーム１２１２に続くフレーム
１２１４に対して使われるべきであることをさらに示す。
【００８０】
　[00105]一技法では、ＵＥ１２０４が、フレーム１２１２中ではｅＩＭＴＡ構成を検出
することができないが、フレーム１２１４の最初のダウンリンクサブフレーム（たとえば
、サブフレーム１２５０）中ではｅＩＭＴＡ構成を検出することができる場合、ＵＥ１２
０４は、最初のダウンリンクサブフレーム中のｅＩＭＴＡ構成中で指示された割振りをフ
レーム１２１４用に使用し得る。代替的に、ＵＥ１２０４は、ｅＳＩＢ中で送られるデフ
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ォルトｅＩＭＴＡ構成において指示される割振りを、フレーム１２１４用に使うこともで
きる。
【００８１】
　[00106]別の技法では、ｅＮＢ１２０２は、フレーム１２１２の第１のダウンリンクサ
ブフレーム（すなわち、サブフレーム１２４１）中でｅＩＭＴＡ構成を送信する。ｅＩＭ
ＴＡ構成は、割振りが現在のフレーム用であることを示し得る。フレーム１２１２の第１
のダウンリンクサブフレーム（すなわち、サブフレーム１２４１）中でｅＩＭＴＡ構成を
受信すると、ＵＥ１２０４は、ｅＩＭＴＡ構成を処理し、ｅＩＭＴＡ構成において指示さ
れた割振りに従って、残りのサブフレーム（すなわち、サブフレーム１２４２～１２４９
）を通信する。
【００８２】
　[00107]図１３は、別の構成におけるキャリア上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイヤレス
通信を示す図１３００である。連続フレーム期間１３９２および１３９４が、それぞれ、
サブフレーム期間１３７０～１３７９およびサブフレーム期間１３８０～１３８９を有す
る。フレーム期間１３９６が、フレーム期間１３９４に後続する。キャリア１２０８は、
それぞれ、フレーム期間１３９２、１３９４および１３９６と重なるフレーム１３１１、
１３１２および１３１４とともに示されている。フレーム１３１１は、サブフレーム期間
１３７１～１３７９とそれぞれ重なるサブフレーム１３２１～１３２９を含む。干渉時間
期間１３６０ならびにチャネル予約およびアクセス指示信号１３６１（たとえば、Ｄ－Ｃ
ＵＢＳ）が、フレーム１３１１に先行する。フレーム１３１２は、サブフレーム期間１３
８０～１３８９とそれぞれ重なるサブフレーム１３４０～１３４９を含む。フレーム１３
１４は、フレーム期間１３９６と重なるサブフレーム１３５０～１３５９を含む。
【００８３】
　[00108]この構成において、ｅＩＭＴＡ構成は、キャリア１２０８上の複数のフレーム
に適用されるべきであるサブフレームの割振りを指示する。たとえば、ｅＩＭＴＡ構成の
周期（Ｔ）は、２０、４０、または８０個のサブフレームを有する（すなわち、Ｔ＝２０
、４０、または８０）ｅＩＭＴＡ構成期間を指示し得る。一技法では、現在のｅＩＭＴＡ
構成期間中にある（ｍＴ／１０）番目のフレーム（すなわち、（ｍＴ／１０）番目のフレ
ーム期間中のフレーム）中のサブフレーム中で指示されるｅＩＭＴＡ構成が、次のｅＩＭ
ＴＡ構成期間中にある（ｍＴ／１０＋１）番目、（ｍＴ／１０＋２）番目、．．．、（ｍ
＋１）Ｔ／１０）番目のフレーム用に使われるべきである。Ｍは０よりも大きい整数であ
る。この例では、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム期間１３９２中に送信されるフレーム１３
１１のサブフレーム中に含められてよく、ｅＩＭＴＡ構成期間がフレーム期間１３９４と
フレーム期間１３９６とを含むことを示し得る。言い換えると、ｅＩＭＴＡ構成は、ｅＩ
ＭＴＡ構成が、それぞれ、後続フレーム期間１３９４およびフレーム期間１３９６中にキ
ャリア１２０８上で送信されるフレーム１３１２およびフレーム１３１４に適用されるべ
きであることを示す。上記で説明したように、ｅＮＢ１２０２は、時間期間１３６０中に
アンライセンススペクトルを獲得し、次いで、フレーム１３１１の開始をＵＥ１２０４に
知らせるために、キャリア１２０８上でチャネル予約およびアクセス指示信号１３６１を
送信する。
【００８４】
　[00109]一技法では、ｅＮＢ１２０２は、そのｅＩＭＴＡ構成期間内に始まるフレーム
すべてのためのサブフレーム割振りを指示するために、１つのｅＩＭＴＡ構成期間中に送
信される第１のフレームの物理フレームフォーマットインジケータチャネル（ＰＦＦＩＣ
Ｈ）中でｅＩＭＴＡ構成を送ることができる。ＰＦＦＩＣＨは、各フレームの最初に送信
され得る。この例では、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム１３１２のＰＦＦＩＣＨ中で送られ
てよく、フレーム１３１２とフレーム１３１４の両方に当てはまり得る。任意選択で、ｅ
ＮＢ１２０２は、ｅＩＭＴＡ構成期間内に始まる各フレームのＰＦＦＩＣＨ中でｅＩＭＴ
Ａ構成を送ることができる。
【００８５】
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　[00110]別の技法では、ｅＮＢ１２０２は、次のｅＩＭＴＡ構成期間内に始まるフレー
ム（たとえば、フレーム１３１２、１３１４）すべてのためのサブフレーム割振りを指示
するために、現在のｅＩＭＴＡ構成期間内に始まる最終フレーム（たとえば、フレーム１
３１１）のＰＦＦＩＣＨ中でｅＩＭＴＡ構成を送ることができる。
【００８６】
　[00111]ＵＥ１２０４が、フレーム１３１１中ではｅＩＭＴＡ構成を検出することがで
きないが、フレーム１３１２の最初のダウンリンクサブフレーム中でｅＩＭＴＡ構成を検
出することができる場合、ＵＥ１２０４は、フレーム１３１２とフレーム１３１４（すな
わち、周期内のフレーム）の両方のための最初のダウンリンクサブフレーム中のｅＩＭＴ
Ａ構成において指示される割振りを使えばよい。代替的に、ＵＥ１２０４は、ｅＳＩＢ中
で送られるデフォルトｅＩＭＴＡ構成において指示される割振りを、フレーム１３１２と
フレーム１３１４の両方に使うことができる。
【００８７】
　[00112]一技法では、ＵＥ１２０４は、ｅＮＢ１２０２が現在のフレーム中でのみアッ
プリンク許可を送信するとともにアップリンク許可が複数のフレームに渡って有効でない
ときにサブフレームにおいて衝突があるとき、アップリンク許可がｅＩＭＴＡ構成に優先
するように構成される。
【００８８】
　[00113]別の技法では、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム１３１１の複数のダウンリンクサ
ブフレーム中で送信され得る。たとえば、ｅＮＢ１２０２は、サブフレーム１３２１、サ
ブフレーム１３２３、およびサブフレーム１３２５中でｅＩＭＴＡ構成を送信することが
できる。ＵＥ１２０４は、単一のフレームの複数のダウンリンクサブフレーム中で検出さ
れたｅＩＭＴＡ構成が同じであり、同じ割振りを指示すると仮定し得る。
【００８９】
　[00114]別の技法では、ｅＮＢ１２０２はＰＦＦＩＣＨ中でｅＩＭＴＡ構成を送ること
ができ、この構成は、どの前に送られたｅＩＭＴＡ構成にも優先する。さらに別の技法で
は、ｅＮＢ１２０２は、ＤＣＩフォーマット１ＣでｅＩＭＴＡ構成を送るのに、共通探索
空間ベースの拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）を使うことができる。
【００９０】
　[00115]図１４は、別の構成におけるキャリア上でのＵＥとｅＮＢとの間のワイヤレス
通信を示す図１４００である。連続フレーム期間１４９２および１４９４が、それぞれ、
サブフレーム期間１４７０～１４７９およびサブフレーム期間１４８０～１４８９を有す
る。フレーム期間１４９６が、フレーム期間１４９４に後続する。キャリア１２０８は、
それぞれ、フレーム期間１４９２および１４９４で始まる仮想フレーム１４１２および１
４１４とともに示されている。仮想フレーム１４１２は、サブフレーム期間１４７２～１
４８１とそれぞれ重なるサブフレーム１４４０～１４４９を含む。干渉時間期間１４６０
ならびにチャネル予約およびアクセス指示信号１４６１（たとえば、Ｄ－ＣＵＢＳ）が、
仮想フレーム１４１２に先行する。仮想フレーム１４１４は、期間１４９４および１４９
６と重なるサブフレーム１４５０～１４５９を含み得る。干渉時間期間１４６４ならびに
チャネル予約およびアクセス指示信号１４６５（たとえば、Ｄ－ＣＵＢＳ）が、仮想フレ
ーム１４１４に先行する。
【００９１】
　[00116]この構成において、ｅＮＢ１２０２は、アンライセンススペクトルを獲得する
のに、時間期間１４６０を使うことができる。アンライセンススペクトルを獲得した後、
ｅＮＢ１２０２は、仮想フレーム１４１２の開始をＵＥ１２０４に知らせるために、キャ
リア１２０８上でチャネル予約およびアクセス指示信号１４６１を送信することができる
。この例では、チャネル予約およびアクセス指示信号１４６１は、フレーム期間１４９２
のサブフレーム期間１４７３に先立って送信される。したがって、チャネル予約およびア
クセス指示信号１４６１を受信すると、ＵＥ１２０４は、仮想フレーム１４１２が、サブ
フレーム期間１４７３の始めに開始すると決定することができる。さらに、ｅＮＢ１２０
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２は、仮想フレーム１４１２のサブフレーム中でｅＩＭＴＡ構成を送信し得る。ｅＩＭＴ
Ａ構成は、１つまたは複数のフレーム期間（すなわち、ｅＩＭＴＡ構成期間）中にキャリ
ア１２０８上のフレームに適用されるべきサブフレームの割振りを指示し得る。この例で
は、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム期間１４９２および後続フレーム期間１４９４に適用さ
れるべきである。ｅＮＢ１２０２は、仮想フレーム１４１２が、フレーム期間１４９２中
に始まってフレーム期間１４９４中に終わる完全長フレームであると決定し得る。この例
では、仮想フレーム１４１２は、フレーム期間１０９２のサブフレーム期間１４７３にお
いて始まり、フレーム期間１４９４のサブフレーム期間１４８１において終わる。ＵＥ１
２０４は次いで、ｅＩＭＴＡ構成に従って、仮想フレーム１４１２を処理し、通信する。
【００９２】
　[00117]仮想フレーム１４１２を通信した後、ｅＮＢ１２０２は、フレーム期間１４９
４内で、アンライセンススペクトルを再度獲得するのに時間期間１４６４を使用し得る。
次いで、ｅＮＢ１２０２は、仮想フレーム１４１４の開始をＵＥ１２０４に知らせるため
に、キャリア１２０８上でチャネル予約およびアクセス指示信号１４６５を送信すること
ができる。一技法では、仮想フレーム１４１４は、フレーム期間１４９４中に始まって、
フレーム期間１４９４に続くフレーム期間１４９６中に終わる、完全長フレームであり得
る。言い換えると、仮想フレーム１４１４はサブフレーム１４５０～１４５９を含む。別
の技法では、仮想フレーム１４１４は、フレーム期間１４９４の境界（すなわち、ｅＩＭ
ＴＡ構成期間の最後）において終わり得る。言い換えると、仮想フレーム１４１４はサブ
フレーム１４５０～１４５５を含む。
【００９３】
　[00118]一技法では、ｅＮＢ１２０２は、そのｅＩＭＴＡ構成期間内に始まる仮想フレ
ームすべてのためのサブフレーム割振りを指示するために、１つのｅＩＭＴＡ構成期間中
に送信される第１のフレームのＰＦＦＩＣＨ中でｅＩＭＴＡ構成を送ることができる。Ｐ
ＦＦＩＣＨは、各仮想フレームの最初に送信され得る。この例では、ｅＩＭＴＡ構成は、
仮想フレーム１４１２のＰＦＦＩＣＨ中で送られてよく、仮想フレーム１４１２と仮想フ
レーム１４１４の両方に当てはまり得る。任意選択で、ｅＮＢ１２０２は、ｅＩＭＴＡ構
成期間内に始まる各仮想フレームのＰＦＦＩＣＨ中でｅＩＭＴＡ構成を送ることができる
。
【００９４】
　[00119]別の技法では、ｅＮＢ１２０２は、次のｅＩＭＴＡ構成期間内に始まる仮想フ
レームすべてのためのサブフレーム割振りを指示するために、現在のｅＩＭＴＡ構成期間
内に始まる最終仮想フレーム（たとえば、仮想フレーム１４１４）のＰＦＦＩＣＨ中でｅ
ＩＭＴＡ構成を送ることができる。
【００９５】
　[00120]さらに、フレーム期間１４９６が、上記で説明した発見ウィンドウとして割り
振られ、フレーム期間１４９６中の仮想フレーム１４１４のサブフレーム（すなわち、サ
ブフレーム１４５６～１４５９）が、発見ウィンドウと干渉し得る１つまたは複数のアッ
プリンクサブフレームであるとき、ｅＮＢ１２０２および／またはＵＥ１２０４は、フレ
ーム期間１４９４の境界において仮想フレーム１４１４を打ち切ることができる。さらに
、ＵＥ１２０４は、発見ウィンドウに相対した仮想フレーム１４１４の開始位置と、ｅＩ
ＭＴＡ構成とに基づいて、仮想フレーム１４１４を打ち切るかどうかを決定することがで
きる。
【００９６】
　[00121]ＵＥ１２０４が、仮想フレーム１４１２中のすべてのダウンリンクサブフレー
ムについてｅＩＭＴＡ－ＲＮＴＩを紛失（miss）した場合、ＵＥ１２０４は、前に受信さ
れたＲＲＣメッセージ中で指示されたデフォルト構成を使用し得る。さらに、ＵＥ１２０
４は、各仮想フレーム中でｅＩＭＴＡ構成をシグナリングするために、チャネル予約およ
びアクセス指示信号（たとえば、ＣＵＢＳ）とともに送信される拡張物理フレームフォー
マットインジケータチャネル（ｅＰＦＦＩＣＨ）を使うことができる。
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【００９７】
　[00122]図１５は、ＰＣＣおよびＳＣＣ上でのＵＥのワイヤレス通信の方法のフローチ
ャート１５００である。本方法は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ７０４、装置２３０２／２３０
２’）によって実施され得る。
【００９８】
　[00123]動作１５１３において、ＵＥは、基地局から、ＰＣＣ上の第１のフレーム中で
ＳＣＣについての第１の構成情報を受信する。ＰＣＣは、ライセンススペクトル中にある
。ＳＣＣは、アンライセンススペクトル中にある。第１の構成情報は、ＳＣＣ上の少なく
とも１つのフレームについての第１のサブフレーム割振りを示す。たとえば、図７を参照
すると、ＵＥ７０４は、ｅＮＢ７０２から、ＳＣＣ７０８についてのｅＩＭＴＡ構成をＰ
ＣＣ７０６上のフレーム７１１中で受信する。
【００９９】
　[00124]動作１５１６において、一構成では、ＵＥは、ＳＣＣ上の第１のフレーム中の
少なくとも１つのサブフレームを占有する発見ウィンドウにおいて、ＳＣＣ上で１つまた
は複数の発見信号を受信し得る。たとえば、図１０を参照すると、ＵＥ７０４は、ＳＣＣ
７０８上で、発見ウィンドウ１０６４において１つまたは複数の発見信号を受信し得る。
【０１００】
　[00125]動作１５１９において、ＵＥは、ＳＣＣ上での基地局からのデータ送信の開始
を検出しようと試みる。たとえば、図７を参照すると、ＵＥ７０４は、チャネル予約およ
びアクセス指示信号７６１を検出しようと試みる。
【０１０１】
　[00126]一構成では、第１の構成情報は、１つのフレーム中での第１のサブフレーム割
振りを指示する。１つのフレームの第１の割振りは、少なくとも１つのフレームの各フレ
ームに適用される。たとえば、図９を参照すると、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム期間９９
２中に送信されるフレーム９１１のサブフレーム中に含められ得る。ｅＩＭＴＡ構成は、
後続フレーム期間９９４およびフレーム期間９９６中にＳＣＣ７０８上でそれぞれ送信さ
れるフレーム９１２およびフレーム９１４にｅＩＭＴＡ構成が適用されるべきであること
を示す。
【０１０２】
　[00127]一構成では、第１の構成情報は、１つのフレームの最後における、複数の連続
するアップリンクサブフレームを指示する。データ送信の開始を検出しようとする試みが
成功しなかったとき、動作１５２３において、ＵＥは、デフォルト構成に従って、複数の
連続するアップリンクサブフレームのうちの最初のサブフレームに対応する第１のフレー
ムのサブフレームにおいて、基地局と通信し得る。たとえば、図７を参照すると、一シナ
リオでは、ｅＩＭＴＡ構成は、Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｓ　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｓという割振りを
指示し得る。ｅＮＢ７０２が、たとえば、サブフレーム期間７７４までチャネルアクセス
を取得しない場合、ＵＥ７０４は、ダウンリンクサブフレームを検出せず、フレーム期間
７９２中にｅＮＢ７０２と通信しない。ＵＥ７０４はデフォルトｅＩＭＴＡ構成を有する
ことがあり、ｅＮＢ７０２およびＵＥ７０４は、通信するのにデフォルトｅＩＭＴＡ構成
を使用することができる。
【０１０３】
　[00128]一構成では、ダウンリンクサブフレームの受信は、データ送信の開始を検出し
ようとする試みが成功しなかったとき、デフォルト構成に従って、発見ウィンドウでの発
見信号の受信に続いて起こる。
【０１０４】
　[00129]データ送信の開始を検出しようとする試みが成功したとき、ＵＥは、動作１５
２６において、第１のサブフレーム割振りに従って、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレー
ム中に基地局からダウンリンクサブフレームを受信し得る。ダウンリンクサブフレームは
、データ送信の最初のサブフレームであり、第１のサブフレーム割振りの開始に後続する
。たとえば、図７を参照すると、ＵＥ７０４はサブフレーム７４１中にｅＮＢ７０２から
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ダウンリンクサブフレームを受信する。
【０１０５】
　[00130]一構成では、第１のサブフレーム割振りは、少なくとも１つのフレーム中での
、１つまたは複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブフレ
ーム、および１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示する。
【０１０６】
　[00131]一構成では、少なくとも１つのフレームはＳＣＣ上の第１のフレームを含む。
第１の構成情報は、第１のフレームの最初のサブフレーム中に、ＰＣＣ上で受信される。
【０１０７】
　[00132]いくつかの構成では、動作１５２６に続いて、ＵＥは、図１６に示される１つ
または複数の動作を実施し得る。
【０１０８】
　[00133]図１６は、ＰＣＣおよびＳＣＣ上でのＵＥのワイヤレス通信の別の方法のフロ
ーチャート１６００である。本方法は、図１５に示す動作１５２６に続いて、ＵＥ（たと
えば、ＵＥ７０４、装置２３０２／２３０２’）によって実施され得る。
【０１０９】
　[00134]一構成では、動作１６１３において、ＵＥは、アンライセンススペクトルを保
持するために、ＳＣＣ上の第１のフレームの最終サブフレームにおいて、基地局にデータ
を送信し得、または基地局からデータを受信する。たとえば、図７を参照すると、ＵＥ７
０４は、アンライセンススペクトルを保持するために、サブフレーム期間７７７～７７９
中にアンライセンススペクトル上でＵＥ７０４によって認識可能でない信号を、ｅＮＢ７
０２から受信し得る。動作１６１６において、ＵＥは、ＰＣＣ上の第２のフレームの最初
のサブフレームにおいて、ＳＣＣについての第２の構成情報を基地局から受信し得る。第
２のフレームは、第１のフレームに後続し、かつ連続する。第２の構成情報は、ＳＣＣ上
の第２のフレームについての第２のサブフレーム割振りを示す。動作１６１９において、
ＵＥは基地局から第２のダウンリンクサブフレームを受信する。第２のダウンリンクサブ
フレームは、第２のサブフレーム割振りの開始に後続する。たとえば、図７を参照すると
、ＵＥ７０４は、ＰＣＣ７０６上のフレーム７１３のサブフレーム７３０においてｅＩＭ
ＴＡ構成を受信し得る。ＵＥ７０４は、ＳＣＣ７０８上のフレーム７１４のサブフレーム
７５０においてダウンリンクサブフレームを受信し得る。
【０１１０】
　[00135]一構成では、第１の構成情報は、ＳＣＣ上の第１のフレームの最初の２つのサ
ブフレームがダウンリンクサブフレームであることを示す。
【０１１１】
　[00136]一構成では、ＵＥは、動作１６２３において、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフ
レームのダウンリンクサブフレームに続くサブフレームにおいて受信されたデータをバッ
ファリングし得る。動作１６２６において、ＵＥは、ＳＣＣ上の最初のサブフレームに続
くサブフレームの割振りがダウンリンクサブフレームであるか、それとも特殊サブフレー
ムであるかを決定するために、第１の構成情報を処理し得る。動作１６２９において、Ｕ
Ｅは、ＳＣＣ上の最初のサブフレームに続くサブフレームの決定された割振りに従って、
バッファリングされたデータを処理し得る。たとえば、図７を参照すると、ＵＥ７０４は
、処理時間期間中に受信されたサブフレームをバッファリングし、ＵＥ７０４がバッファ
リングされたサブフレームの割振りを決定するためにｅＩＭＴＡ構成を処理した後、バッ
ファリングされたサブフレームを処理することができる。たとえば、サブフレーム７３０
中でｅＩＭＴＡ構成を受信すると、ＵＥ７０４は、サブフレーム７５０がダウンリンクサ
ブフレームであることを知り、サブフレーム７５１をバッファリングして、ＵＥ７０４が
ｅＩＭＴＡ構成を処理するまでサブフレーム７５１を処理するのを遅延させてもよい。
【０１１２】
　[00137]一構成では、少なくとも１つのフレームは、第１のフレームに続くＭ個のフレ
ームを含み得る。Ｍは１よりも大きい整数である。一構成では、第１の構成情報は、１つ
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のフレーム中での第１のサブフレーム割振りを指示する。１つのフレームの第１の割振り
は、少なくとも１つのフレームの各フレームに適用される。たとえば、図９を参照すると
、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム期間９９２中に送信されるフレーム９１１のサブフレーム
中に含められ得る。ｅＩＭＴＡ構成は、後続フレーム期間９９４およびフレーム期間９９
６中にＳＣＣ７０８上でそれぞれ送信されるフレーム９１２およびフレーム９１４にｅＩ
ＭＴＡ構成が適用されるべきであることを示す。
【０１１３】
　[00138]一構成では、第１のサブフレーム割振りは、１つのフレーム中の各アップリン
クサブフレームに連続して、および先立って、１つまたは複数のダウンリンクサブフレー
ムを割り振ることができる。たとえば、図７を参照すると、一技法では、ｅＮＢ７０２は
、ＳＣＣ７０８上のフレームではダウンリンクサブフレームすべてが連続し、アップリン
クサブフレームすべてが連続し、さらに、ダウンリンクサブフレームがアップリンクサブ
フレームに先立って割り振られることをＵＥ７０４に知らせ得る。たとえば、割振りは、
Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｓ　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｓであり得る。
【０１１４】
　[00139]一構成では、第１の構成情報は、１つのフレーム中の複数の連続するダウンリ
ンクサブフレームを指示し得る。第１の構成情報は、１つのフレームの、複数の連続する
ダウンリンクサブフレームのうちの最初のダウンリンクサブフレームに対応する、第１の
フレームのｎ番目のサブフレーム中に受信され得る。ｎは整数である。少なくとも１つの
フレームは、第１のフレームと第２のフレームとを連続して含み得る。ＳＣＣ上で基地局
からダウンリンクサブフレームを受信することは、第１のフレームのｎ番目のサブフレー
ムから第２のフレームの（ｎ－１）番目のサブフレームまでの期間内に実施され得る。た
とえば、図８を参照すると、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム８１２のサブフレーム８４５か
らフレーム８１４のサブフレーム８５４までに適用される。
【０１１５】
　[00140]一構成では、動作１６３３において、ＵＥは、少なくとも１つのフレームに関
連付けられたアップリンク許可を受信し得る。動作１６３６において、ＵＥは、アップリ
ンク許可と第１のサブフレーム割振りとの間に衝突が存在すると決定し得る。動作１６３
９において、ＵＥは、アップリンク許可に従って、少なくとも１つのフレーム中に基地局
と通信し得る。たとえば、図７を参照すると、サブフレーム中のアップリンク許可は、ｅ
ＩＭＴＡ構成と合致しない場合がある。たとえば、ｅＩＭＴＡ構成は、部分的フレーム７
１２用にＤ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｓ　Ｕ　Ｕという割振りを指示し得る。ただし、
ＵＥ７０４はその後、サブフレーム７４６についてのアップリンク許可を検出し、この許
可は、ｅＩＭＴＡ構成によるサブフレーム７４６についてのダウンリンクサブフレーム割
振りと衝突する。一技法では、ＵＥ７０４は、アップリンク許可に従って動作し得る。つ
まり、アップリンク許可はｅＩＭＴＡ構成に優先する。
【０１１６】
　[00141]一構成では、少なくとも１つのフレームは、受信されたダウンリンクサブフレ
ームにおいて始まる、ＳＣＣ上の第２のフレームを含む。一構成では、少なくとも１つの
フレームはＭ個のフレームを含み得る。Ｍは１よりも大きい整数である。Ｍ個のフレーム
のうちの最初のフレームは、データ送信の開始に続いて、受信されたダウンリンクサブフ
レームにおいて始まり得る。動作１６４３において、ＵＥは、Ｍ個のフレームのうちのｋ
番目のフレームに後続する、ＳＣＣ上での基地局からのデータ送信のｋ番目の後続開始（
kth subsequent start）を検出し得る。ｋは整数であり、ｋ＝１～（Ｍ－１）である。Ｍ
個のフレームのうちの（ｋ＋１）番目のフレームは、ｋ番目の後続開始に続いて、最初の
ダウンリンクサブフレームにおいて始まる。動作１６４６において、ＵＥは、第１の割振
りに従って、ＳＣＣ上でＭ個のフレーム内のデータを基地局と通信し得る。たとえば、図
１１を参照すると、少なくとも１つのフレームは仮想フレーム１１１２と仮想フレーム１
１１４とを含み得る。
【０１１７】
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　[00142]図１７は、キャリア上でのＵＥのワイヤレス通信の方法のフローチャート１７
００である。本方法は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１２０４、装置２３０２／２３０２’）に
よって実施され得る。
【０１１８】
　[00143]動作１７１３において、ＵＥは、第１のフレーム中の、キャリア上での基地局
からのデータ送信の開始を検出する。キャリアは、アンライセンススペクトル中にある。
動作１７１６において、ＵＥは基地局から、キャリアについての第１の構成情報を受信し
ようと試みる。第１の構成情報は、キャリア上の少なくとも１つのフレームについての第
１のサブフレーム割振りを示す。たとえば、図１２を参照すると、ＵＥ１２０４は、ｅＮ
Ｂ１２０２からのチャネル予約およびアクセス指示信号１２６１を、キャリア１２０８上
で検出する。ＵＥ１２０４は、キャリア１２０８上のフレーム１２１２中でｅＩＭＴＡ構
成を受信しようと試みる。
【０１１９】
　[00144]キャリアについての第１の構成情報を受信しようとする試みが成功したとき、
一構成では、ＵＥは、動作１７１９において、第１のフレームの複数のダウンリンクサブ
フレーム中に第１の構成情報を受信し得る。たとえば、図１３を参照すると、一技法では
、ＵＥ１２０４は、フレーム１３１１の複数のダウンリンクサブフレーム中にｅＩＭＴＡ
構成を受信し得る。ＵＥ１２０４は、単一のフレームの複数のダウンリンクサブフレーム
中で検出されたｅＩＭＴＡ構成が同じであり、同じ割振りを指示すると仮定し得る。
【０１２０】
　[00145]動作１７２３において、ＵＥは、第１のサブフレーム割振りに従って、キャリ
ア上の少なくとも１つのフレーム中に基地局からダウンリンクサブフレームを受信する。
ダウンリンクサブフレームは、データ送信の最初のサブフレームであり、第１のサブフレ
ーム割振りの開始に後続する。たとえば、図１２を参照すると、ＵＥ１２０４は、受信さ
れたｅＩＭＴＡ構成に従って、サブフレーム１２５０中にｅＮＢ１２０２からダウンリン
クサブフレームを受信する。
【０１２１】
　[00146]一構成では、第１のサブフレーム割振りは、少なくとも１つのフレーム中での
、１つまたは複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブフレ
ーム、および１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示し得る。一構成では、少
なくとも１つのフレームは、第１のフレームに後続し連続する第２のフレームを含み得る
。たとえば、図１３を参照すると、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム期間１３９２中に送信さ
れるフレーム１３１１のサブフレーム中に含められ得る。ｅＩＭＴＡ構成は、後続フレー
ム期間１３９４およびフレーム期間１３９６中にキャリア１２０８上でそれぞれ送信され
るフレーム１３１２およびフレーム１３１４にｅＩＭＴＡ構成が適用されるべきであるこ
とを示す。
【０１２２】
　[00147]一構成では、キャリアについての第１の構成情報を受信しようとする試みが成
功しなかったとき、ＵＥは、動作１７２６において、第２のフレーム中の最初のダウンリ
ンクサブフレーム中で第２の構成情報を受信し得る。第２の構成情報は、キャリア上の第
２のフレームについての第２のサブフレーム割振りを示す。動作１７２９において、ＵＥ
は、第２のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の第２のフレーム中の第２のダウン
リンクサブフレームを基地局から受信し得る。たとえば、図１２を参照すると、一技法で
は、ＵＥ１２０４が、フレーム１２１２中ではｅＩＭＴＡ構成を検出することができない
が、フレーム１２１４の最初のダウンリンクサブフレーム（たとえば、サブフレーム１２
５０）中ではｅＩＭＴＡ構成を検出することができる場合、ＵＥ１２０４は、最初のダウ
ンリンクサブフレーム中のｅＩＭＴＡ構成中で指示された割振りをフレーム１２１４のた
めに使用し得る。
【０１２３】
　[00148]一構成では、少なくとも１つのフレームは第１のフレームを含み得る。第１の
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構成情報は、第１のフレームの最初のダウンリンクサブフレーム中で受信され得る。一構
成では、少なくとも１つのフレームは、第１のフレームに続くＭ個のフレームを含み得る
。Ｍは１よりも大きい整数である。一構成では、キャリアについての第１の構成情報を受
信しようとする試みが成功しなかったとき、ＵＥは、動作１７３３において、Ｍ個のフレ
ームのうちの最初のフレーム中の最初のダウンリンクサブフレーム中で第２の構成情報を
受信し得る。第２の構成情報は、キャリア上の１つのフレーム中での第２のサブフレーム
割振りを示す。動作１７３６において、ＵＥは、第２のサブフレーム割振りに従って、Ｍ
個のフレームの各々においてダウンリンクサブフレームを基地局から受信し得る。たとえ
ば、図１３を参照すると、ＵＥ１２０４が、フレーム１３１１中ではｅＩＭＴＡ構成を検
出することができないが、フレーム１３１２の最初のダウンリンクサブフレーム中ではｅ
ＩＭＴＡ構成を検出することができる場合、ＵＥ１２０４は、フレーム１３１２とフレー
ム１３１４（すなわち、周期内のフレーム）の両方に対して、最初のダウンリンクサブフ
レーム中のｅＩＭＴＡ構成において指示される割振りを使用し得る。
【０１２４】
　[00149]図１８は、キャリア上でのＵＥのワイヤレス通信の別の方法のフローチャート
１８００である。本方法は、図１７に示す動作１７２３に続いて、ＵＥ（たとえば、ＵＥ
１２０４、装置２３０２／２３０２’）によって実施され得る。
【０１２５】
　[00150]一構成では、動作１７２３に続いて、ＵＥは、動作１８１３において、少なく
とも１つのフレームに関連付けられたアップリンク許可を受信し得る。動作１８１６にお
いて、ＵＥは、アップリンク許可と第１のサブフレーム割振りとの間に衝突が存在すると
決定し得る。動作１８１９において、ＵＥは、アップリンク許可に従って、少なくとも１
つのフレーム中に基地局と通信し得る。たとえば、図１２を参照すると、ｅＮＢ１２０２
が現在のフレーム中でのみアップリンク許可を送信し、アップリンク許可が複数のフレー
ムに渡って有効ではないので、ＵＥ１２０４は、サブフレームにおいて衝突があるとき、
アップリンク許可がｅＩＭＴＡ構成に優先するように構成される。
【０１２６】
　[00151]一構成では、少なくとも１つのフレームは、ダウンリンクサブフレームにおい
て始まる、キャリア上の第２のフレームを含み得る。たとえば、図１４を参照すると、少
なくとも１つのフレームはフレーム１４１２を含み得る。一構成では、少なくとも１つの
フレームはＭ個のフレームを含み得る。Ｍは１よりも大きい整数である。Ｍ個のフレーム
のうちの最初のフレームは、データ送信の開始に続いて、ダウンリンクサブフレームにお
いて始まり得る。第１の構成情報は、データ送信の開始に続いて、ダウンリンクサブフレ
ーム中で受信され得る。動作１７２３に続いて、ＵＥは、動作１８２３において、Ｍ個の
フレームのうちのｋ番目のフレームに後続する、キャリア上での基地局からのデータ送信
のｋ番目の後続開始を検出し得る。ｋは整数であり、ｋ＝１～（Ｍ－１）である。Ｍ個の
フレームのうちの（ｋ＋１）番目のフレームは、ｋ番目の後続開始に続いて、最初のダウ
ンリンクサブフレーム中で始まる。動作１８２６において、ＵＥは、第１の割振りに従っ
て、キャリア上でＭ個のフレーム中のデータを基地局と通信し得る。たとえば、図１４を
参照すると、少なくとも１つのフレームは仮想フレーム１４１２と仮想フレーム１４１４
とを含み得る。
【０１２７】
　[00152]図１９は、ＰＣＣおよびＳＣＣ上での基地局のワイヤレス通信の方法のフロー
チャート１９００である。本方法は、基地局（たとえば、ｅＮＢ７０２、装置２４０２／
２４０２’）によって実施され得る。
【０１２８】
　[00153]動作１９１３において、基地局は、ＳＣＣについての第１の構成情報を、ＰＣ
Ｃ上の第１のフレーム中でＵＥに送信する。ＰＣＣは、ライセンススペクトル中にある。
ＳＣＣは、アンライセンススペクトル中にある。第１の構成情報は、ＳＣＣ上の少なくと
も１つのフレームについての第１のサブフレーム割振りを示す。たとえば、図７を参照す
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ると、ｅＮＢ７０２は、ＵＥ７０４に、ＳＣＣ７０８についてのｅＩＭＴＡ構成をＰＣＣ
７０６上のフレーム７１１中で送信する。
【０１２９】
　[00154]動作１９１６において、一構成では、基地局は、ＳＣＣ上の第１のフレーム中
の少なくとも１つのサブフレームを占有する発見ウィンドウにおいて、ＳＣＣ上で１つま
たは複数の発見信号を送信し得る。たとえば、図１０を参照すると、ｅＮＢ７０２は、Ｓ
ＣＣ７０８上で、発見ウィンドウ１０６４において１つまたは複数の発見信号を送信し得
る。
【０１３０】
　[00155]動作１９１９において、基地局は、ＳＣＣ上での第１のサブフレーム割振りに
従って、ＵＥにデータ送信の開始を示すインジケータを送信しようと試みる。たとえば、
図７を参照すると、ｅＮＢ７０２は、チャネル予約およびアクセス指示信号７６１を送信
しようと試みる。
【０１３１】
　[00156]一構成では、第１の構成情報は、１つのフレーム中での第１のサブフレーム割
振りを指示する。１つのフレームの第１の割振りは、少なくとも１つのフレームの各フレ
ームに適用される。たとえば、図９を参照すると、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム期間９９
２中に送信されるフレーム９１１のサブフレーム中に含められ得る。ｅＩＭＴＡ構成は、
後続フレーム期間９９４およびフレーム期間９９６中にＳＣＣ７０８上でそれぞれ送信さ
れるフレーム９１２およびフレーム９１４にｅＩＭＴＡ構成が適用されるべきであること
を示す。
【０１３２】
　[00157]一構成では、第１の構成情報は、１つのフレームの最後における、複数の連続
するアップリンクサブフレームを指示する。インジケータを送信しようとする試みが成功
しなかったとき、動作１９２３において、基地局は、デフォルト構成に従って、複数の連
続するアップリンクサブフレームのうちの最初のサブフレームに対応する、第１のフレー
ムのサブフレームにおいて、ＵＥと通信してもよい。たとえば、図７を参照すると、一シ
ナリオでは、ｅＩＭＴＡ構成は、Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｓ　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｓという割振り
を指示し得る。ｅＮＢ７０２が、たとえば、サブフレーム期間７７４までチャネルアクセ
スを取得しない場合、ＵＥ７０４は、ダウンリンクサブフレームを検出せず、フレーム期
間７９２中にｅＮＢ７０２と通信しない。ＵＥ７０４はデフォルトｅＩＭＴＡ構成を有す
ることができ、ｅＮＢ７０２およびＵＥ７０４は、通信するのにデフォルトｅＩＭＴＡ構
成を使用し得る。
【０１３３】
　[00158]一構成では、ダウンリンクサブフレームの送信は、インジケータを送信しよう
とする試みが成功しなかったとき、デフォルト構成に従って、発見ウィンドウでの発見信
号の送信に続いて起こる。
【０１３４】
　[00159]インジケータを送信しようとする試みが成功したとき、基地局は、動作１９２
６において、第１のサブフレーム割振りに従って、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレーム
の間にＵＥにダウンリンクサブフレームを送信し得る。ダウンリンクサブフレームは、デ
ータ送信の最初のサブフレームであり、第１のサブフレーム割振りの開始に後続する。た
とえば、図７を参照すると、ｅＮＢ７０２はサブフレーム７４１中にＵＥ７０４にダウン
リンクサブフレームを送信する。
【０１３５】
　[00160]一構成では、第１のサブフレーム割振りは、少なくとも１つのフレーム中での
、１つまたは複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブフレ
ーム、および１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示する。
【０１３６】
　[00161]一構成では、少なくとも１つのフレームはＳＣＣ上の第１のフレームを含む。



(33) JP 6695886 B2 2020.5.20

10

20

30

40

50

第１の構成情報は、第１のフレームの最初のサブフレーム中に、ＰＣＣ上で受信される。
【０１３７】
　[00162]いくつかの構成では、動作１９２６に続いて、基地局は、図２０に示される１
つまたは複数の動作を実施し得る。
【０１３８】
　[00163]図２０は、ＰＣＣおよびＳＣＣ上での基地局のワイヤレス通信の別の方法のフ
ローチャート２０００である。本方法は、図１９に示す動作１９２６に続いて、基地局（
たとえば、ｅＮＢ７０２、装置２４０２／２４０２’）によって実施され得る。
【０１３９】
　[00164]一構成では、動作２０１３において、基地局は、アンライセンススペクトルを
保持するために、ＳＣＣ上の第１のフレームの最終サブフレームにおいてＵＥからデータ
を受信するか、またはＵＥにデータを送信し得る。たとえば、図７を参照すると、ｅＮＢ
７０２は、アンライセンススペクトルを保持するために、ＵＥ７０４によって認識可能で
ない信号を、サブフレーム期間７７７～７７９中にアンライセンススペクトル上で送信し
得る。動作２０１６において、基地局は、ＰＣＣ上の第２のフレームの最初のサブフレー
ム中に、ＳＣＣについての第２の構成情報をＵＥに送信し得る。第２のフレームは、第１
のフレームに後続し連続する。第２の構成情報は、ＳＣＣ上の第２のフレームについての
第２のサブフレーム割振りを示す。ブロック２０１９において、基地局はＵＥに第２のダ
ウンリンクサブフレームを送信し得る。第２のダウンリンクサブフレームは、第２のサブ
フレーム割振りの開始に後続する。たとえば、図７を参照すると、ｅＮＢ７０２は、ＰＣ
Ｃ７０６上のフレーム７１３のサブフレーム７３０中でｅＩＭＴＡ構成を送信し得る。ｅ
ＮＢ７０２は、ＳＣＣ７０８上のフレーム７１４のサブフレーム７５０中でダウンリンク
サブフレームを送信し得る。
【０１４０】
　[00165]一構成では、第１の構成情報は、ＳＣＣ上の第１のフレームの最初の２つのサ
ブフレームがダウンリンクサブフレームであることを示す。
【０１４１】
　[00166]一構成では、少なくとも１つのフレームは、第１のフレームに続くＭ個のフレ
ームを含み得る。Ｍは１よりも大きい整数である。一構成では、第１の構成情報は、１つ
のフレーム中での第１のサブフレーム割振りを指示する。１つのフレームの第１の割振り
は、少なくとも１つのフレームの各フレームに適用される。たとえば、図９を参照すると
、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム期間９９２中に送信されるフレーム９１１のサブフレーム
中に含められ得る。ｅＩＭＴＡ構成は、後続フレーム期間９９４およびフレーム期間９９
６中にＳＣＣ７０８上でそれぞれ送信されるフレーム９１２およびフレーム９１４にｅＩ
ＭＴＡ構成が適用されるべきであることを示す。
【０１４２】
　[00167]一構成では、第１のサブフレーム割振りは、１つのフレーム中の各アップリン
クサブフレームに連続して、および先立って、１つまたは複数のダウンリンクサブフレー
ムを割り振ることができる。たとえば、図７を参照すると、一技法では、ｅＮＢ７０２は
、ＳＣＣ７０８上のフレームではダウンリンクサブフレームすべてが連続し、アップリン
クサブフレームすべてが連続し、さらに、ダウンリンクサブフレームがアップリンクサブ
フレームに先立って割り振られることをＵＥ７０４に知らせ得る。たとえば、割振りは、
Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｓ　Ｕ　Ｕ　Ｕ　Ｓであり得る。
【０１４３】
　[00168]一構成では、第１の構成情報は、１つのフレーム中の複数の連続ダウンリンク
サブフレームを指示し得る。第１の構成情報は、１つのフレームの複数の連続するダウン
リンクサブフレームのうちの最初のダウンリンクサブフレームに対応する、第１のフレー
ムのｎ番目のサブフレーム中で送信され得る。ｎは整数である。少なくとも１つのフレー
ムは、第１のフレームと第２のフレームとを連続して含み得る。ＳＣＣ上でＵＥにダウン
リンクサブフレームを送信することは、第１のフレームのｎ番目のサブフレームから第２
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のフレームの（ｎ－１）番目のサブフレームまでの期間内に実施され得る。たとえば、図
８を参照すると、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム８１２のサブフレーム８４５からフレーム
８１４のサブフレーム８５４までに適用される。
【０１４４】
　[00169]一構成では、動作２０３３において、基地局は、少なくとも１つのフレームに
関連付けられたアップリンク許可を送信し得る。アップリンク許可と第１のサブフレーム
割振りとの間には衝突が存在し得る。動作２０３６において、基地局は、アップリンク許
可に従って、少なくとも１つのフレーム中にＵＥと通信し得る。たとえば、図７を参照す
ると、サブフレーム中のアップリンク許可は、ｅＩＭＴＡ構成と合致しない場合がある。
たとえば、ｅＩＭＴＡ構成は、部分的フレーム７１２用にＤ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　
Ｓ　Ｕ　Ｕという割振りを指示し得る。ただし、ｅＮＢ７０２はその後、サブフレーム７
４６についてのアップリンク許可を送信し、この許可は、ｅＩＭＴＡ構成によるサブフレ
ーム７４６についてのダウンリンクサブフレーム割振りと衝突する。一技法では、ｅＮＢ
７０２は、アップリンク許可に従って動作し得る。つまり、アップリンク許可はｅＩＭＴ
Ａ構成に優先する。一構成では、少なくとも１つのフレームは、受信されたダウンリンク
サブフレームにおいて始まる、ＳＣＣ上の第２のフレームを含む。
【０１４５】
　[00170]一構成では、少なくとも１つのフレームは、送信されたダウンリンクサブフレ
ームにおいて始まる、ＳＣＣ上の第２のフレームを含む。一構成では、少なくとも１つの
フレームはＭ個のフレームを含み得る。Ｍは１よりも大きい整数である。Ｍ個のフレーム
のうちの最初のフレームは、データ送信の開始に続いて、受信されたダウンリンクサブフ
レームにおいて始まり得る。動作２０４３において、基地局は、Ｍ個のフレームのうちの
ｋ番目のフレームに続いて、ＳＣＣ上でのデータ送信の開始を示すｋ番目の後続インジケ
ータをＵＥに送信し得る。ｋは整数であり、ｋ＝１～（Ｍ－１）である。Ｍ個のフレーム
のうちの（ｋ＋１）番目のフレームは、ｋ番目の後続インジケータに続いて、最初のダウ
ンリンクサブフレームにおいて始まる。動作２０４６において、基地局は、第１の割振り
に従って、ＳＣＣ上でＭ個のフレーム内のデータをＵＥと通信し得る。たとえば、図１１
を参照すると、少なくとも１つのフレームは仮想フレーム１１１２と仮想フレーム１１１
４とを含み得る。
【０１４６】
　[00171]図２１は、キャリア上での基地局のワイヤレス通信の方法のフローチャート２
１００である。本方法は、基地局（たとえば、ｅＮＢ１２０２、装置２４０２／２４０２
’）によって実施され得る。
【０１４７】
　[00172]動作２１１３において、基地局は、第１のフレームにおいて、キャリア上でＵ
Ｅにデータ送信の開始を示すインジケータを送信する。キャリアは、アンライセンススペ
クトル中にある。動作２１１６において、基地局はＵＥに、キャリアについての第１の構
成情報を送信しようと試みる。第１の構成情報は、キャリア上の少なくとも１つのフレー
ムについての第１のサブフレーム割振りを示す。たとえば、図１２を参照すると、ｅＮＢ
１２０２は、チャネル予約およびアクセス指示信号１２６１を、キャリア１２０８上でＵ
Ｅ１２０４に送信する。ｅＮＢ１２０２は、キャリア１２０８上のフレーム１２１２中で
ｅＩＭＴＡ構成を送信しようと試みる。
【０１４８】
　[00173]キャリアについての第１の構成情報を送信しようとする試みが成功したとき、
一構成では、基地局は、動作２１１９において、第１のフレームの複数のダウンリンクサ
ブフレーム中で第１の構成情報を送信し得る。たとえば、図１３を参照すると、一技法で
は、ｅＮＢ１２０２は、フレーム１３１１の複数のダウンリンクサブフレーム中でｅＩＭ
ＴＡ構成を送信し得る。ｅＮＢ１２０２は、単一のフレームの複数のダウンリンクサブフ
レームにおける同じ割振りを指示する同じｅＩＭＴＡ構成を含む。
【０１４９】
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　[00174]キャリアについての第１の構成情報を送信しようとする試みが成功したとき、
基地局は、動作２１２３において、第１のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の少
なくとも１つのフレーム中にＵＥにダウンリンクサブフレームを送信する。ダウンリンク
サブフレームは、データ送信の最初のサブフレームであり、第１のサブフレーム割振りの
開始に後続する。
【０１５０】
　[00175]一構成では、第１のサブフレーム割振りは、少なくとも１つのフレーム中での
、１つまたは複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブフレ
ーム、および１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示し得る。一構成では、少
なくとも１つのフレームは、第１のフレームに後続し連続する第２のフレームを含み得る
。たとえば、図１３を参照すると、ｅＩＭＴＡ構成は、フレーム期間１３９２中に送信さ
れるフレーム１３１１のサブフレーム中に含められ得る。ｅＩＭＴＡ構成は、後続フレー
ム期間１３９４およびフレーム期間１３９６中にキャリア１２０８上でそれぞれ送信され
るフレーム１３１２およびフレーム１３１４にｅＩＭＴＡ構成が適用されるべきであるこ
とを示す。
【０１５１】
　[00176]一構成では、キャリアについての第１の構成情報を送信しようとする試みが成
功しなかったとき、基地局は、動作２１２６において、第２のフレーム中の最初のダウン
リンクサブフレーム中で第２の構成情報を送信し得る。第２の構成情報は、キャリア上の
第２のフレームについての第２のサブフレーム割振りを示す。動作２１２９において、基
地局は、第２のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の第２のフレーム中の第２のダ
ウンリンクサブフレームを基地局から送信し得る。たとえば、図１２を参照すると、一技
法では、ｅＮＢ１２０２が、フレーム１２１２中ではｅＩＭＴＡ構成を送信することがで
きないが、フレーム１２１４の最初のダウンリンクサブフレーム（たとえば、サブフレー
ム１２５０）中ではｅＩＭＴＡ構成を送信することができる場合、ｅＮＢ１２０２は、最
初のダウンリンクサブフレーム中のｅＩＭＴＡ構成中で指示された割振りをフレーム１２
１４のために使用し得る。
【０１５２】
　[00177]一構成では、少なくとも１つのフレームは第１のフレームを含み得る。第１の
構成情報は、第１のフレームの最初のダウンリンクサブフレーム中で受信され得る。一構
成では、少なくとも１つのフレームは、第１のフレームに続くＭ個のフレームを含み得る
。Ｍは１よりも大きい整数である。一構成では、キャリアについての第１の構成情報を送
信しようとする試みが成功しなかったとき、基地局は、動作２１３３において、Ｍ個のフ
レームのうちの最初のフレーム中の最初のダウンリンクサブフレーム中で第２の構成情報
を送信し得る。第２の構成情報は、キャリア上の１つのフレーム中での第２のサブフレー
ム割振りを示す。動作２１３６において、基地局は、第２のサブフレーム割振りに従って
、Ｍ個のフレームの各々においてダウンリンクサブフレームをＵＥに送信し得る。たとえ
ば、図１３を参照すると、ｅＮＢ１２０２が、フレーム１３１１中ではｅＩＭＴＡ構成を
送信することができないが、フレーム１３１２の最初のダウンリンクサブフレーム中でｅ
ＩＭＴＡ構成を送信することができる場合、ｅＮＢ１２０２は、フレーム１３１２とフレ
ーム１３１４（すなわち、周期内のフレーム）の両方のための最初のダウンリンクサブフ
レーム中のｅＩＭＴＡ構成において指示される割振りを使用し得る。
【０１５３】
　[00178]図２２は、キャリア上での基地局のワイヤレス通信の別の方法のフローチャー
ト２２００である。本方法は、図２１に示す動作２１２３に続いて、基地局（たとえば、
ｅＮＢ１２０２、装置２４０２／２４０２’）によって実施され得る。
【０１５４】
　[00179]一構成では、動作２１２３に続いて、基地局は、動作２２１３において、少な
くとも１つのフレームに関連付けられたアップリンク許可を送信し得る。アップリンク許
可と第１のサブフレーム割振りとの間には衝突が存在し得る。動作２２１６において、基
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地局は、アップリンク許可に従って、少なくとも１つのフレーム中にＵＥと通信し得る。
たとえば、図１２を参照すると、ｅＮＢ１２０２が現在のフレーム中でのみアップリンク
許可を送信し、アップリンク許可が複数のフレームに渡って有効でないのでサブフレーム
において衝突があるとき、アップリンク許可がｅＩＭＴＡ構成に優先する。
【０１５５】
　[00180]一構成では、少なくとも１つのフレームは、ダウンリンクサブフレームにおい
て始まる、キャリア上の第２のフレームを含み得る。たとえば、図１４を参照すると、少
なくとも１つのフレームはフレーム１４１２を含み得る。一構成では、少なくとも１つの
フレームはＭ個のフレームを含み得る。Ｍは１よりも大きい整数である。Ｍ個のフレーム
のうちの最初のフレームは、データ送信の開始に続いて、ダウンリンクサブフレームにお
いて始まり得る。第１の構成情報は、データ送信の開始に続いて、ダウンリンクサブフレ
ーム中で送信され得る。動作２１２３に続いて、基地局は、動作２２２３において、Ｍ個
のフレームのうちのｋ番目のフレームに後続する、データ送信のｋ番目の後続開始を示す
インジケータをキャリア上でＵＥに送信し得る。ｋは整数であり、ｋ＝１～（Ｍ－１）で
ある。Ｍ個のフレームのうちの（ｋ＋１）番目のフレームは、ｋ番目の後続インジケータ
に続いて、最初のダウンリンクサブフレーム中で始まる。動作２２２６において、基地局
は、第１の割振りに従って、キャリア上でＭ個のフレーム中のデータをＵＥと通信し得る
。たとえば、図１４を参照すると、少なくとも１つのフレームは仮想フレーム１４１２と
仮想フレーム１４１４とを含み得る。
【０１５６】
　[00181]図２３は、例示的な装置２３０２における異なるモジュール／手段／構成要素
間のデータフローを示す概念データフロー図２３００である。装置はＵＥであり得る。装
置は、受信モジュール２３０４と、送信モジュール２３１０と、ｅＩＭＴＡモジュール２
３０８とを含む。
【０１５７】
　[00182]一態様では、受信モジュール２３０４は、ｅＮＢ２３５０から、ＳＣＣについ
ての第１の構成情報をＰＣＣ上の第１のフレーム中で受信するように構成され得る。ＰＣ
Ｃは、ライセンススペクトル中にある。ＳＣＣは、アンライセンススペクトル中にある。
第１の構成情報は、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブフレーム
割振りを示す。受信モジュール２３０４は、ｅＩＭＴＡモジュール２３０８に第１の構成
情報を送信するように構成され得る。ｅＩＭＴＡモジュール２３０８は、第１のサブフレ
ーム割振りを取得するために、ならびに第１のサブフレーム割振りを受信モジュール２３
０４および送信モジュール２３１０に送るために、第１の構成情報を処理するように構成
され得る。受信モジュール２３０４は、ＳＣＣ上でのｅＮＢ２３５０からのデータ送信の
開始を検出しようと試みるように構成され得る。受信モジュール２３０４は、データ送信
の開始を検出しようとする試みが成功したとき、第１のサブフレーム割振りに従って、Ｓ
ＣＣ上の少なくとも１つのフレーム中にｅＮＢ２３５０からダウンリンクサブフレームを
受信するように構成され得る。ダウンリンクサブフレームは、データ送信の最初のサブフ
レームであり、第１のサブフレーム割振りの開始に後続する。
【０１５８】
　[00183]一構成では、第１のサブフレーム割振りは、少なくとも１つのフレーム中での
、１つまたは複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブフレ
ーム、および１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示する。一構成では、少な
くとも１つのフレームはＳＣＣ上の第１のフレームを含む。第１の構成情報は、第１のフ
レームの最初のサブフレーム中に、ＰＣＣ上で受信される。
【０１５９】
　[00184]一構成では、アンライセンススペクトルを保持するために、ＳＣＣ上の第１の
フレームの最終サブフレームにおいて、送信モジュール２３１０が、ｅＮＢ２３５０にデ
ータを送信するように構成され得るか、または受信モジュール２３０４が、ｅＮＢ２３５
０からデータを受信するように構成され得る。受信モジュール２３０４は、ＰＣＣ上の第
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２のフレームの最初のサブフレーム中で、ＳＣＣについての第２の構成情報をｅＮＢ２３
５０から受信するように構成され得る。第２のフレームは、第１のフレームに後続し連続
する。第２の構成情報は、ＳＣＣ上の第２のフレームについての第２のサブフレーム割振
りを示す。受信モジュール２３０４は、ｅＩＭＴＡモジュール２３０８に第２の構成情報
を送信するように構成され得る。ｅＩＭＴＡモジュール２３０８は、第２のサブフレーム
割振りを取得するために、ならびに第１のサブフレーム割振りを受信モジュール２３０４
および送信モジュール２３１０に送るために、第２の構成情報を処理するように構成され
得る。受信モジュール２３０４は、ｅＮＢ２３５０から第２のダウンリンクサブフレーム
を受信するように構成され得る。第２のダウンリンクサブフレームは、第２のサブフレー
ム割振りの開始に後続する。
【０１６０】
　[00185]一構成では、第１の構成情報は、ＳＣＣ上の第１のフレームの最初の２つのサ
ブフレームがダウンリンクサブフレームであることを示す。一構成では、受信モジュール
２３０４は、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレームのダウンリンクサブフレームに続くサ
ブフレーム中で受信されたデータをバッファリングするように構成され得る。ｅＩＭＴＡ
モジュール２３０８は、ＳＣＣ上の最初のサブフレームに続くサブフレームの割振りがダ
ウンリンクサブフレームであるか、それとも特殊サブフレームであるかを決定するために
、第１の構成情報を処理するように構成され得る。受信モジュール２３０４および／また
は送信モジュール２３１０は、ＳＣＣ上の最初のサブフレームに続くサブフレームの決定
された割振りに従って、バッファリングされたデータを処理するように構成され得る。
【０１６１】
　[00186]一構成では、受信モジュール２３０４は、ＳＣＣ上の第１のフレーム中の少な
くとも１つのサブフレームを占有する発見ウィンドウにおいて、ＳＣＣ上で１つまたは複
数の発見信号を受信するように構成され得る。データ送信の開始を検出しようと試みるこ
とは、発見ウィンドウでの発見信号の受信に続いて、ＳＣＣ上のサブフレームにおいて実
施される。一構成では、ダウンリンクサブフレームの受信は、データ送信の開始を検出し
ようとする試みが成功しなかったとき、デフォルト構成に従って、発見ウィンドウでの発
見信号の受信に続いて起こる。
【０１６２】
　[00187]一構成では、少なくとも１つのフレームは、第１のフレームに続くＭ個のフレ
ームを含む。Ｍは１よりも大きい整数である。一構成では、第１の構成情報は、１つのフ
レーム中での第１のサブフレーム割振りを指示する。１つのフレームの第１の割振りは、
少なくとも１つのフレームの各フレームに適用される。一構成では、第１のサブフレーム
割振りは、１つのフレーム中の各アップリンクサブフレームに連続して、および先立って
、１つまたは複数のダウンリンクサブフレームを割り振る。
【０１６３】
　[00188]一構成では、第１の構成情報は、１つのフレーム中の複数の連続ダウンリンク
サブフレームを指示する。第１の構成情報は、１つのフレームの複数の連続するダウンリ
ンクサブフレームのうちの最初のダウンリンクサブフレームに対応する、第１のフレーム
のｎ番目のサブフレーム中で受信される。ｎは整数である。少なくとも１つのフレームは
、第１のフレームと第２のフレームとを連続して含む。ＳＣＣ上でｅＮＢ２３５０からダ
ウンリンクサブフレームを受信することは、第１のフレームのｎ番目のサブフレームから
第２のフレームの（ｎ－１）番目のサブフレームまでの期間内に実施される。
【０１６４】
　[00189]一構成では、第１の構成情報は、１つのフレームの最後における、複数の連続
するアップリンクサブフレームを指示する。受信モジュール２３０４および／または送信
モジュール２３１０は、データ送信の開始を検出しようとする試みが成功しなかったとき
、デフォルト構成に従って、複数の連続するアップリンクサブフレームのうちの最初のサ
ブフレームに対応する第１のフレームのサブフレーム中にｅＮＢ２３５０と通信するよう
に構成され得る。
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【０１６５】
　[00190]一構成では、受信モジュール２３０４は、少なくとも１つのフレームに関連付
けられたアップリンク許可を受信するように構成され得る。ｅＩＭＴＡモジュール２３０
８は、アップリンク許可と第１のサブフレーム割振りとの間に衝突が存在すると決定する
ように構成され得る。受信モジュール２３０４および／または送信モジュール２３１０は
、アップリンク許可に従って、少なくとも１つのフレーム中にｅＮＢ２３５０と通信する
ように構成され得る。
【０１６６】
　[00191]一構成では、少なくとも１つのフレームはＭ個のフレームを含む。Ｍは１より
も大きい整数である。Ｍ個のフレームのうちの最初のフレームは、データ送信の開始に続
いて、受信されたダウンリンクサブフレームにおいて始まる。動作１６４３において、受
信モジュール２３０４は、Ｍ個のフレームのうちのｋ番目のフレームに後続する、ＳＣＣ
上でのｅＮＢ２３５０からのデータ送信のｋ番目の後続開始を検出するように構成され得
る。ｋは整数であり、ｋ＝１～（Ｍ－１）である。Ｍ個のフレームのうちの（ｋ＋１）番
目のフレームは、ｋ番目の後続開始に続いて、最初のダウンリンクサブフレームにおいて
始まる。受信モジュール２３０４および／または送信モジュール２３１０は、第１のサブ
フレーム割振りに従って、ＳＣＣ上でＭ個のフレーム内のデータをｅＮＢ２３５０と通信
するように構成され得る。
【０１６７】
　[00192]別の態様では、受信モジュール２３０４は、第１のフレーム中のキャリア上で
の、ｅＮＢ２３５０からのデータ送信の開始を検出するように構成され得る。キャリアは
、アンライセンススペクトル中にある。受信モジュール２３０４は、キャリアについての
第１の構成情報をｅＮＢ２３５０から受信しようと試みるように構成され得る。第１の構
成情報は、キャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブフレーム割振り
を示す。受信モジュール２３０４は、ｅＩＭＴＡモジュール２３０８に第１の構成情報を
送信するように構成され得る。ｅＩＭＴＡモジュール２３０８は、第１のサブフレーム割
振りを取得するために、ならびに第１のサブフレーム割振りを受信モジュール２３０４お
よび送信モジュール２３１０に送るために、第１の構成情報を処理するように構成され得
る。受信モジュール２３０４は、キャリアについての第１の構成情報を受信しようとする
試みが成功したとき、第１のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の少なくとも１つ
のフレーム中に、ｅＮＢ２３５０からダウンリンクサブフレームを受信するように構成さ
れ得る。ダウンリンクサブフレームは、データ送信の最初のサブフレームであり、第１の
サブフレーム割振りの開始に後続する。
【０１６８】
　[00193]一構成では、第１のサブフレーム割振りは、少なくとも１つのフレーム中での
、１つまたは複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブフレ
ーム、および１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示する。
【０１６９】
　[00194]一構成では、少なくとも１つのフレームは、第１のフレームに後続し連続する
第２のフレームを含む。一構成では、受信モジュール２３０４は、第２のフレーム中の最
初のダウンリンクサブフレーム中で第２の構成情報を受信するように構成され得る。第２
の構成情報は、キャリア上の第２のフレームについての第２のサブフレーム割振りを示す
。受信モジュール２３０４は、ｅＩＭＴＡモジュール２３０８に第２の構成情報を送信す
るように構成され得る。ｅＩＭＴＡモジュール２３０８は、第２のサブフレーム割振りを
取得するために、ならびに第２のサブフレーム割振りを受信モジュール２３０４および送
信モジュール２３１０に送るために、第２の構成情報を処理するように構成され得る。受
信モジュール２３０４は、キャリアについての第１の構成情報を受信しようとする試みが
成功しなかったとき、第２のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の第２のフレーム
中の第２のダウンリンクサブフレームをｅＮＢ２３５０から受信するように構成され得る
。
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【０１７０】
　[00195]一構成では、少なくとも１つのフレームは第１のフレームを含む。第１の構成
情報は、第１のフレームの最初のダウンリンクサブフレーム中で受信される。一構成では
、少なくとも１つのフレームは、第１のフレームに続くＭ個のフレームを含む。Ｍは１よ
りも大きい整数である。一構成では、受信モジュール２３０４は、Ｍ個のフレームのうち
の最初のフレーム中の最初のダウンリンクサブフレーム中で第２の構成情報を受信するよ
うに構成され得る。第２の構成情報は、キャリア上の１つのフレーム中での第２のサブフ
レーム割振りを示す。受信モジュール２３０４は、キャリアについての第１の構成情報を
受信しようとする試みが成功しなかったとき、第２の割振りに従って、ｅＮＢ２３５０か
らＭ個のフレームの各々においてダウンリンクサブフレームを受信するように構成され得
る。
【０１７１】
　[00196]一構成では、受信モジュール２３０４は、少なくとも１つのフレームに関連付
けられたアップリンク許可を受信するように構成され得る。ｅＩＭＴＡモジュール２３０
８は、アップリンク許可と第１のサブフレーム割振りとの間に衝突が存在すると決定する
ように構成され得る。受信モジュール２３０４および／または送信モジュール２３１０は
、アップリンク許可に従って、少なくとも１つのフレーム中にｅＮＢ２３５０と通信する
ように構成され得る。
【０１７２】
　[00197]一構成では、受信モジュール２３０４は、第１のフレームの複数のダウンリン
クサブフレーム中で第１の構成情報を受信するように構成され得る。一構成では、少なく
とも１つのフレームは、ダウンリンクサブフレームにおいて始まる、キャリア上の第２の
フレームを含む。一構成では、少なくとも１つのフレームはＭ個のフレームを含む。Ｍは
１よりも大きい整数である。Ｍ個のフレームのうちの最初のフレームは、データ送信の開
始に続いて、ダウンリンクサブフレームにおいて始まる。第１の構成情報は、データ送信
の開始に続いて、ダウンリンクサブフレーム中で受信される。受信モジュール２３０４は
、Ｍ個のフレームのうちのｋ番目のフレームに続いて、キャリア上でのｅＮＢ２３５０か
らのデータ送信のｋ番目の後続開始を検出するように構成され得る。ｋは整数であり、ｋ
＝１～（Ｍ－１）である。Ｍ個のフレームのうちの（ｋ＋１）番目のフレームは、ｋ番目
の後続開始に続いて、最初のダウンリンクサブフレーム中で始まる。受信モジュール２３
０４および／または送信モジュール２３１０は、第１の割振りに従って、キャリア上でＭ
個のフレーム中のデータをｅＮＢ２３５０と通信するように構成され得る。
【０１７３】
　[00198]本装置は、図１５～図１８の上述のフローチャート中のアルゴリズムのブロッ
クの各々を実施する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１５～図１８の上述の
フローチャート内の各ブロックは１つのモジュールによって実施される場合があり、本装
置は、それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含む場合がある。モジュールは、述
べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特に構成された１つもしくは複数のハード
ウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実施するように構成され
たプロセッサによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒
体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【０１７４】
　[00199]図２４は、別の例示的な装置２４０２における異なるモジュール／手段／構成
要素間のデータフローを示す概念データフロー図２４００である。装置はｅＮＢであり得
る。本装置は、受信モジュール２４０４と、送信モジュール２４１０と、ｅＩＭＴＡモジ
ュール２４０８とを含む。
【０１７５】
　[00200]一態様では、ｅＩＭＴＡモジュール２４０８は、送信モジュール２４１０に、
ＳＣＣについての第１の構成情報を送信するように構成され得る。第１の構成情報は、Ｓ
ＣＣ上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブフレーム割振りを示す。送信モ
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ジュール２４１０は、ＰＣＣ上の第１のフレーム中の第１の構成情報をＵＥ２４５０に送
信するように構成され得る。ＰＣＣは、ライセンススペクトル中にある。ＳＣＣは、アン
ライセンススペクトル中にある。
【０１７６】
　[00201]送信モジュール２４１０は、ＳＣＣ上での第１のサブフレーム割振りに従って
、ＵＥ２４５０にデータ送信の開始を示すインジケータを送信しようと試みるように構成
され得る。送信モジュール２４１０は、インジケータを送信しようとする試みが成功した
とき、第１のサブフレーム割振りに従って、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレーム中にＵ
Ｅ２４５０にダウンリンクサブフレームを送信するように構成され得る。ダウンリンクサ
ブフレームは、データ送信の最初のサブフレームであり、第１のサブフレーム割振りの開
始に後続する。
【０１７７】
　[00202]一構成では、第１のサブフレーム割振りは、少なくとも１つのフレーム中での
、１つまたは複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブフレ
ーム、および１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示する。一構成では、少な
くとも１つのフレームはＳＣＣ上の第１のフレームを含む。第１の構成情報は、第１のフ
レームの最初のサブフレーム中に、ＰＣＣ上で送信される。一構成では、アンライセンス
スペクトルを保持するために、ＳＣＣ上の第１のフレームの最終サブフレームにおいて、
受信モジュール２４０４が、ＵＥ２４５０からデータを受信するように構成され得るか、
または送信モジュール２４１０が、ＵＥ２４５０にデータを送信するように構成され得る
。
【０１７８】
　[00203]一構成では、ｅＩＭＴＡモジュール２４０８は、送信モジュール２４１０に、
ＳＣＣについての第２の構成情報を送信するように構成され得る。第２の構成情報は、Ｓ
ＣＣ上の第２のフレームについての第２のサブフレーム割振りを示す。送信モジュール２
４１０は、ＰＣＣ上の第２のフレームの最初のサブフレーム中に、第２の構成情報をＵＥ
２４５０に送信するように構成され得る。第２のフレームは、第１のフレームに後続し連
続する。送信モジュール２４１０は、ＵＥ２４５０に第２のダウンリンクサブフレームを
送信するように構成され得る。第２のダウンリンクサブフレームは、第２のサブフレーム
割振りの開始に後続する。
【０１７９】
　[00204]一構成では、第１の構成情報は、ＳＣＣ上の第１のフレームの最初の２つのサ
ブフレームがダウンリンクサブフレームであることを示す。一構成では、送信モジュール
２４１０は、ＳＣＣ上の第１のフレーム中の少なくとも１つのサブフレームを占有する発
見ウィンドウにおいて、ＳＣＣ上で１つまたは複数の発見信号を送信するように構成され
得る。インジケータを送信しようと試みることは、発見ウィンドウでの発見信号の送信に
続いて、ＳＣＣ上のサブフレームにおいて実施される。
【０１８０】
　[00205]一構成では、ダウンリンクサブフレームの送信は、インジケータを送信しよう
とする試みが成功しなかったとき、デフォルト構成に従って、発見ウィンドウでの発見信
号の送信に続いて起こる。一構成では、少なくとも１つのフレームは、第１のフレームに
続くＭ個のフレームを含む。Ｍは１よりも大きい整数である。
【０１８１】
　[00206]一構成では、第１の構成情報は、１つのフレーム中でのサブフレームの第１の
割振りを指示する。１つのフレームの第１の割振りは、少なくとも１つのフレームの各フ
レームに適用される。
【０１８２】
　[00207]一構成では、第１のサブフレーム割振りは、１つのフレーム中の各アップリン
クサブフレームに連続して、および先立って、１つまたは複数のダウンリンクサブフレー
ムを割り振る。一構成では、第１の構成情報は、１つのフレーム中の複数の連続ダウンリ
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ンクサブフレームを指示する。第１の構成情報は、１つのフレームの、複数の連続するダ
ウンリンクサブフレームのうちの最初のダウンリンクサブフレームに対応する、第１のフ
レームのｎ番目のサブフレーム中で送信される。ｎは整数である。少なくとも１つのフレ
ームは、第１のフレームと第２のフレームとを連続して含む。ＳＣＣ上でＵＥ２４５０に
ダウンリンクサブフレームを送信することは、第１のフレームのｎ番目のサブフレームか
ら第２のフレームの（ｎ－１）番目のサブフレームまでの期間内に実施される。
【０１８３】
　[00208]一構成では、第１の構成情報は、１つのフレームの最後における、複数の連続
するアップリンクサブフレームを指示する。受信モジュール２４０４および／または送信
モジュール２４１０は、インジケータを送信しようとする試みがでないとき、デフォルト
構成に従って、複数の連続するアップリンクサブフレームのうちの最初のサブフレームに
対応する第１のフレームのサブフレーム中にＵＥ２４５０と通信するように構成され得る
。
【０１８４】
　[00209]一構成では、送信モジュール２４１０は、少なくとも１つのフレームに関連付
けられたアップリンク許可を送信するように構成され得る。アップリンク許可と第１のサ
ブフレーム割振りとの間には衝突が存在する。受信モジュール２４０４および／または送
信モジュール２４１０は、アップリンク許可に従って、少なくとも１つのフレーム中にＵ
Ｅ２４５０と通信するように構成され得る。
【０１８５】
　[00210]一構成では、少なくとも１つのフレームは、送信されたダウンリンクサブフレ
ームにおいて始まる、ＳＣＣ上の第２のフレームを含む。一構成では、少なくとも１つの
フレームはＭ個のフレームを含む。Ｍは１よりも大きい整数である。Ｍ個のフレームのう
ちの最初のフレームは、データ送信の開始に続いて、送信されるダウンリンクサブフレー
ムにおいて始まる。送信モジュール２４１０は、Ｍ個のフレームのうちのｋ番目のフレー
ムに続いて、ＳＣＣ上でのデータ送信の開始を示すｋ番目の後続インジケータをＵＥ２４
５０に送信するように構成され得る。ｋは整数であり、ｋ＝１～（Ｍ－１）である。Ｍ個
のフレームのうちの（ｋ＋１）番目のフレームは、ｋ番目の後続インジケータに続いて、
最初のダウンリンクサブフレームにおいて始まる。受信モジュール２４０４および／また
は送信モジュール２４１０は、第１のサブフレーム割振りに従って、ＳＣＣ上でＭ個のフ
レーム内のデータをＵＥ２４５０と通信するように構成され得る。
【０１８６】
　[00211]別の態様では、送信モジュール２４１０は、第１のフレームにおいてキャリア
上で、ＵＥ２４５０にデータ送信の開始を示すインジケータを送信するように構成され得
る。キャリアは、アンライセンススペクトル中にある。ｅＩＭＴＡモジュール２４０８は
、送信モジュール２４１０に第１の構成情報を送信するように構成され得る。第１の構成
情報は、キャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブフレーム割振りを
示す。送信モジュール２４１０は、キャリアについての第１の構成情報をＵＥ２４５０に
送信しようと試みるように構成され得る。送信モジュール２４１０は、キャリア上で第１
の構成情報を送信しようとする試みが成功したとき、第１のサブフレーム割振りに従って
、キャリア上の少なくとも１つのフレーム中にＵＥ２４５０にダウンリンクサブフレーム
を送信するように構成され得る。ダウンリンクサブフレームは、データ送信の最初のサブ
フレームであり、第１のサブフレーム割振りの開始に後続する。
【０１８７】
　[00212]一構成では、第１のサブフレーム割振りは、少なくとも１つのフレーム中での
、１つまたは複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブフレ
ーム、および１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示する。一構成では、少な
くとも１つのフレームは、第１のフレームに後続し連続する第２のフレームを含む。一構
成では、送信モジュール２４１０は、第２のフレーム中の最初のダウンリンクサブフレー
ム中で第２の構成情報を送信するように構成され得る。第２の構成情報は、キャリア上の
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第２のフレームについての第２のサブフレーム割振りを示す。送信モジュール２４１０は
、キャリアについての第１の構成情報を送信しようとする試みが成功しなかったとき、第
２のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の第２のフレーム中の第２のダウンリンク
サブフレームをＵＥ２４５０に送信するように構成され得る。
【０１８８】
　[00213]一構成では、少なくとも１つのフレームは第１のフレームを含む。第１の構成
情報は、第１のフレームの最初のダウンリンクサブフレーム中で送信される。一構成では
、少なくとも１つのフレームは、第１のフレームに続くＭ個のフレームを含む。Ｍは１よ
りも大きい整数である。一構成では、送信モジュール２４１０は、Ｍ個のフレームのうち
の最初のフレーム中の最初のダウンリンクサブフレーム中で第２の構成情報を送信するよ
うに構成され得る。第２の構成情報は、キャリア上の１つのフレーム中での第２のサブフ
レーム割振りを示す。送信モジュール２４１０は、キャリアについての第１の構成情報を
送信しようとする試みが成功しなかったとき、第２のサブフレーム割振りに従って、ＵＥ
２４５０にＭ個のフレームの各々においてダウンリンクサブフレームを送信するように構
成され得る。
【０１８９】
　[00214]一構成では、送信モジュール２４１０は、少なくとも１つのフレームに関連付
けられたアップリンク許可を送信するように構成され得る。アップリンク許可と第１のサ
ブフレーム割振りとの間には衝突が存在する。受信モジュール２４０４および／または送
信モジュール２４１０は、アップリンク許可に従って、少なくとも１つのフレーム中にＵ
Ｅ２４５０と通信するように構成され得る。
【０１９０】
　[00215]一構成では、送信モジュール２４１０は、第１のフレームの複数のダウンリン
クサブフレーム中で第１の構成情報を送信するように構成され得る。一構成では、少なく
とも１つのフレームは、ダウンリンクサブフレームにおいて始まる、キャリア上の第２の
フレームを含む。一構成では、少なくとも１つのフレームはＭ個のフレームを含む。Ｍは
１よりも大きい整数である。Ｍ個のフレームのうちの最初のフレームは、データ送信の開
始に続いて、ダウンリンクサブフレームにおいて始まる。第１の構成情報は、データ送信
の開始に続いて、ダウンリンクサブフレーム中で送信される。送信モジュール２４１０は
、Ｍ個のフレームのうちのｋ番目のフレームに続くキャリア上で、データ送信の開始を指
示するｋ番目の後続インジケータをＵＥ２４５０に送信するように構成され得る。ｋは整
数であり、ｋ＝１～（Ｍ－１）である。Ｍ個のフレームのうちの（ｋ＋１）番目のフレー
ムは、ｋ番目の後続インジケータに続いて、最初のダウンリンクサブフレーム中で始まる
。受信モジュール２４０４および／または送信モジュール２４１０は、第１のサブフレー
ム割振りに従って、キャリア上でＭ個のフレーム中のデータをＵＥ２４５０と通信するよ
うに構成され得る。
【０１９１】
　[00216]本装置は、図１９～図２２の上述のフローチャート中のアルゴリズムのブロッ
クの各々を実施する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１９～図２２の上述の
フローチャート内の各ブロックは１つのモジュールによって実施される場合があり、本装
置は、それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含む場合がある。モジュールは、述
べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特に構成された１つもしくは複数のハード
ウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実施するように構成され
たプロセッサによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒
体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【０１９２】
　[00217]図２５は、処理システム２５１４を採用する装置２３０２’のためのハードウ
ェア実装形態の例を示す図２５００である。処理システム２５１４は、バス２５２４によ
って概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス２５２４は、処理
システム２５１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続
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バスとブリッジとを含んでもよい。バス２５２４は、プロセッサ２５０４によって表され
る１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール２
３０４、２３０８、２３１０と、コンピュータ可読媒体／メモリ２５０６とを含む、様々
な回路を互いにリンクする。バス２５２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調
整器、および電力管理回路などの様々な他の回路をリンクし得、これらの回路は当技術分
野においてよく知られており、したがって、これ以上は説明しない。
【０１９３】
　[00218]処理システム２５１４はトランシーバ２５１０に結合され得る。トランシーバ
２５１０は、１つまたは複数のアンテナ２５２０に結合される。トランシーバ２５１０は
、送信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ２５
１０は、１つまたは複数のアンテナ２５２０から信号を受信し、受信された信号から情報
を抽出し、抽出された情報を処理システム２５１４、具体的には受信モジュール２３０４
に与える。さらに、トランシーバ２５１０は、処理システム２５１４、具体的には送信モ
ジュール２３１０から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアン
テナ２５２０に適用されるべき信号を生成する。処理システム２５１４は、コンピュータ
可読媒体／メモリ２５０６に結合されたプロセッサ２５０４を含む。プロセッサ２５０４
は、コンピュータ可読媒体／メモリ２５０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む全般
的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ２５０４によって実行されると、処理
システム２５１４に、任意の特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実施させる
。コンピュータ可読媒体／メモリ２５０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセ
ッサ２５０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは
、モジュール２３０４、２３０８、および２３１０のうちの少なくとも１つをさらに含む
。それらのモジュールは、プロセッサ２５０４内で動作し、コンピュータ可読媒体／メモ
リ２５０６内に存在する／記憶されるソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ２５
０４に結合された１つもしくは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれらの
何らかの組合せであり得る。処理システム２５１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり得、
メモリ６６０、ならびに／またはＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、および
コントローラ／プロセッサ６５９のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１９４】
　[00219]一構成では、ワイヤレス通信のための装置２３０２／２３０２’は、基地局か
ら、ＰＣＣ上の第１のフレーム中で、ＳＣＣについての第１の構成情報を受信するための
手段を含む。ＰＣＣは、ライセンススペクトル中にある。ＳＣＣは、アンライセンススペ
クトル中にある。第１の構成情報は、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレームについての第
１のサブフレーム割振りを示す。装置２３０２／２３０２’は、ＳＣＣ上での基地局から
のデータ送信の開始を検出しようと試みるための手段を含む。装置２３０２／２３０２’
は、データ送信の開始を検出しようとする試みが成功したとき、第１のサブフレーム割振
りに従って、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレーム中に、基地局からダウンリンクサブフ
レームを受信するための手段をさらに含む。ダウンリンクサブフレームは、データ送信の
最初のサブフレームであり、第１のサブフレーム割振りの開始に後続する。
【０１９５】
　[00220]第１のサブフレーム割振りは、少なくとも１つのフレーム中での、１つまたは
複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブフレーム、および
１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示し得る。少なくとも１つのフレームは
ＳＣＣ上の第１のフレームを含み得る。第１の構成情報は、第１のフレームの最初のサブ
フレーム中に、ＰＣＣ上で受信される。
【０１９６】
　[00221]装置２３０２／２３０２’は、アンライセンススペクトルを保持するために、
ＳＣＣ上の第１のフレームの最終サブフレームにおいて、基地局にデータを送信するか、
または基地局からデータを受信するための手段を含み得る。装置２３０２／２３０２’は
、ＰＣＣ上の第２のフレームの最初のサブフレーム中に、ＳＣＣについての第２の構成情
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報を基地局から受信するための手段を含み得る。第２のフレームは、第１のフレームに後
続し連続する。第２の構成情報は、ＳＣＣ上の第２のフレームについての第２のサブフレ
ーム割振りを示す。装置２３０２／２３０２’は、基地局から第２のダウンリンクサブフ
レームを受信するための手段を含み得る。第２のダウンリンクサブフレームは、第２のサ
ブフレーム割振りの開始に後続する。第１の構成情報は、ＳＣＣ上の第１のフレームの最
初の２つのサブフレームがダウンリンクサブフレームであることを示し得る。
【０１９７】
　[00222]装置２３０２／２３０２’は、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレームのダウン
リンクサブフレームに続くサブフレーム中で受信されたデータをバッファリングするため
の手段を含み得る。装置２３０２／２３０２’は、ＳＣＣ上の最初のサブフレームに続く
サブフレームの割振りがダウンリンクサブフレームであるか、それとも特殊サブフレーム
であるかを決定するために、第１の構成情報を処理するための手段を含み得る。装置２３
０２／２３０２’は、ＳＣＣ上の最初のサブフレームに続くサブフレームの決定された割
振りに従って、バッファリングされたデータを処理するための手段を含み得る。
【０１９８】
　[00223]装置２３０２／２３０２’は、ＳＣＣ上の第１のフレーム中の少なくとも１つ
のサブフレームを占有する発見ウィンドウにおいて、ＳＣＣ上で１つまたは複数の発見信
号を受信するための手段を含み得る。データ送信の開始を検出しようと試みるための手段
は、発見ウィンドウでの発見信号の受信に続いて、ＳＣＣ上のサブフレーム中で、データ
送信の開始を検出しようと試みるように構成され得る。
【０１９９】
　[00224]１つまたは複数の発見信号を受信するための手段は、データ送信の開始を検出
しようとする試みが成功しなかったとき、デフォルト構成に従って、発見ウィンドウでの
発見信号の受信に続いて、ダウンリンクサブフレームを受信するように構成され得る。少
なくとも１つのフレームは、第１のフレームに続くＭ個のフレームを含み得る。Ｍは１よ
りも大きい整数である。第１の構成情報は、１つのフレーム中での第１のサブフレーム割
振りを指示し得る。１つのフレームの第１の割振りは、少なくとも１つのフレームの各フ
レームに適用され得る。第１のサブフレーム割振りは、１つのフレーム中の各アップリン
クサブフレームに連続して、および先立って、１つまたは複数のダウンリンクサブフレー
ムを割り振ることができる。
【０２００】
　[00225]第１の構成情報は、１つのフレーム中の複数の連続するダウンリンクサブフレ
ームを指示し得る。第１の構成情報を受信するための手段は、１つのフレームの複数の連
続するダウンリンクサブフレームのうちの最初のダウンリンクサブフレームに対応する第
１のフレームのｎ番目のサブフレーム中で、第１の構成情報を受信するように構成されて
よく、ｎは整数である。少なくとも１つのフレームは、第１のフレームと第２のフレーム
とを連続して含み得る。ダウンリンクサブフレームを受信するための手段は、第１のフレ
ームのｎ番目のサブフレームから第２のフレームの（ｎ－１）番目のサブフレームまでの
期間内に、ダウンリンクサブフレームをＳＣＣ上で基地局から受信するように構成され得
る。
【０２０１】
　[00226]第１の構成情報は、１つのフレームの最後における複数の連続するアップリン
クサブフレームを指示し得る。装置２３０２／２３０２’は、データ送信の開始を検出し
ようとする試みが成功しなかったとき、デフォルト構成に従って、複数の連続するアップ
リンクサブフレームのうちの最初のサブフレームに対応する第１のフレームのサブフレー
ム中に、基地局と通信するための手段を含み得る。
【０２０２】
　[00227]装置２３０２／２３０２’は、少なくとも１つのフレームに関連付けられたア
ップリンク許可を受信するための手段を含み得る。装置２３０２／２３０２’は、アップ
リンク許可と第１のサブフレーム割振りとの間に衝突が存在すると決定するための手段を
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含み得る。装置２３０２／２３０２’は、アップリンク許可に従って、少なくとも１つの
フレーム中に基地局と通信するための手段を含み得る。少なくとも１つのフレームは、受
信されたダウンリンクサブフレームにおいて始まる、ＳＣＣ上の第２のフレームを含み得
る。
【０２０３】
　[00228]少なくとも１つのフレームはＭ個のフレームを含み得る。Ｍは１よりも大きい
整数である。Ｍ個のフレームのうちの最初のフレームは、データ送信の開始に続いて、受
信されたダウンリンクサブフレームにおいて始まり得る。装置２３０２／２３０２’は、
Ｍ個のフレームのうちのｋ番目のフレームに続いて、ＳＣＣ上での基地局からのデータ送
信のｋ番目の後続開始を検出するための手段を含むことができ、ｋは整数であり、ｋ＝１
～（Ｍ－１）である。Ｍ個のフレームのうちの（ｋ＋１）番目のフレームは、ｋ番目の後
続開始に続いて、最初のダウンリンクサブフレームにおいて始まる。装置２３０２／２３
０２’は、第１のサブフレーム割振りに従って、ＳＣＣ上でＭ個のフレーム内のデータを
基地局と通信するための手段を含み得る。
【０２０４】
　[00229]別の構成において、装置２３０２／２３０２’は、第１のフレーム中の、キャ
リア上での基地局からのデータ送信の開始を検出するための手段を含む。キャリアは、ア
ンライセンススペクトル中にある。装置２３０２／２３０２’は、基地局から、キャリア
についての第１の構成情報を受信しようと試みるための手段を含む。第１の構成情報は、
キャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブフレーム割振りを示す。装
置２３０２／２３０２’は、キャリアについての第１の構成情報を受信しようとする試み
が成功したとき、第１のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の少なくとも１つのフ
レーム中に、基地局からダウンリンクサブフレームを受信するための手段を含み得る。ダ
ウンリンクサブフレームは、データ送信の最初のサブフレームであり、第１のサブフレー
ム割振りの開始に後続する。第１のサブフレーム割振りは、少なくとも１つのフレーム中
での、１つまたは複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブ
フレーム、および１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示し得る。少なくとも
１つのフレームは、第１のフレームに後続し連続する第２のフレームを含み得る。
【０２０５】
　[00230]装置２３０２／２３０２’は、第２のフレーム中の最初のダウンリンクサブフ
レーム中で第２の構成情報を受信するための手段を含み得る。第２の構成情報は、キャリ
ア上の第２のフレームについての第２のサブフレーム割振りを示す。装置２３０２／２３
０２’は、キャリアについての第１の構成情報を受信しようとする試みが成功しなかった
とき、第２のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の第２のフレーム中の第２のダウ
ンリンクサブフレームを基地局から受信するための手段を含み得る。
【０２０６】
　[00231]少なくとも１つのフレームは第１のフレームを含み得る。第１の構成を受信す
るための手段は、第１のフレームの最初のダウンリンクサブフレーム中に第１の構成情報
を受信するように構成され得る。少なくとも１つのフレームは、第１のフレームに続くＭ
個のフレームを含み、Ｍは１よりも大きい整数である。
【０２０７】
　[00232]装置２３０２／２３０２’は、Ｍ個のフレームのうちの最初のフレーム中の最
初のダウンリンクサブフレーム中で第２の構成情報を受信するための手段を含み得る。第
２の構成情報は、キャリア上の１つのフレーム中での第２のサブフレーム割振りを示す。
装置２３０２／２３０２’は、キャリアについての第１の構成情報を受信しようとする試
みが成功しなかったとき、第２のサブフレーム割振りに従って、Ｍ個のフレームの各々に
おいてダウンリンクサブフレームを基地局から受信するための手段を含み得る。
【０２０８】
　[00233] 　装置２３０２／２３０２’は、少なくとも１つのフレームに関連付けられた
アップリンク許可を受信するための手段を含み得る。装置２３０２／２３０２’は、アッ
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プリンク許可と第１のサブフレーム割振りとの間に衝突が存在すると決定するための手段
を含み得る。装置２３０２／２３０２’は、アップリンク許可に従って、少なくとも１つ
のフレーム中に基地局と通信するための手段を含み得る。装置２３０２／２３０２’は、
第１のフレームの複数のダウンリンクサブフレーム中で第１の構成情報を受信するための
手段を含み得る。少なくとも１つのフレームは、ダウンリンクサブフレームにおいて始ま
る、キャリア上の第２のフレームを含み得る。
【０２０９】
　[00234]少なくとも１つのフレームはＭ個のフレームを含む。Ｍは１よりも大きい整数
である。Ｍ個のフレームのうちの最初のフレームは、データ送信の開始に続いて、ダウン
リンクサブフレームにおいて始まり得る。第１の構成情報は、データ送信の開始に続いて
、ダウンリンクサブフレーム中で受信され得る。装置２３０２／２３０２’は、Ｍ個のフ
レームのうちのｋ番目のフレームに続いて、キャリア上での基地局からのデータ送信のｋ
番目の後続開始を検出するための手段を含み得る。ｋは整数であり、ｋ＝１～（Ｍ－１）
である。Ｍ個のフレームのうちの（ｋ＋１）番目のフレームは、ｋ番目の後続開始に続い
て、最初のダウンリンクサブフレーム中で始まり得る。装置２３０２／２３０２’は、第
１の割振りに従って、キャリア上でＭ個のフレーム中のデータを基地局と通信するための
手段を含み得る。
【０２１０】
　[00235]上述の手段は、上述の手段によって列挙される機能を実施するように構成され
た、装置２３０２、および／または装置２３０２’の処理システム２５１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム２５１
４は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６
５９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳さ
れる機能を実施するように構成されたＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、お
よびコントローラ／プロセッサ６５９であり得る。
【０２１１】
　[00236]図２６は、処理システム２６１４を採用する装置２４０２’のためのハードウ
ェア実装形態の例を示す図２６００である。処理システム２６１４は、バス２６２４によ
って概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス２６２４は、処理
システム２６１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続
バスとブリッジとを含んでもよい。バス２６２４は、プロセッサ２６０４によって表され
る１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール２
４０４、２４０８、２４１０と、コンピュータ可読媒体／メモリ２６０６とを含む、様々
な回路を互いにリンクする。バス２６２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調
整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技
術分野においてよく知られており、したがって、これ以上は説明しない。
【０２１２】
　[00237]処理システム２６１４はトランシーバ２６１０に結合され得る。トランシーバ
２６１０は、１つまたは複数のアンテナ２６２０に結合される。トランシーバ２６１０は
、送信媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ２６
１０は、１つまたは複数のアンテナ２６２０から信号を受信し、受信された信号から情報
を抽出し、抽出された情報を処理システム２６１４、具体的には受信モジュール２４０４
に与える。さらに、トランシーバ２６１０は、処理システム２６１４、具体的には送信モ
ジュール２４１０から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアン
テナ２６２０に適用されるべき信号を生成する。処理システム２６１４は、コンピュータ
可読媒体／メモリ２６０６に結合されたプロセッサ２６０４を含む。プロセッサ２６０４
は、コンピュータ可読媒体／メモリ２６０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む全般
的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ２６０４によって実行されると、処理
システム２６１４に、任意の特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実施させる
。コンピュータ可読媒体／メモリ２６０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセ
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ッサ２６０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは
、モジュール２４０４、２４０８、および２４１０のうちの少なくとも１つをさらに含む
。それらのモジュールは、プロセッサ２６０４内で動作し、コンピュータ可読媒体／メモ
リ２６０６内に存在する／記憶されるソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ２６
０４に結合された１つもしくは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれらの
何らかの組合せであり得る。処理システム２６１４は、ｅＮＢ６１０の構成要素であって
よく、メモリ６７６、ならびに／またはＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプロセッサ６７０、
およびコントローラ／プロセッサ６７５のうちの少なくとも１つを含んでもよい。
【０２１３】
　[00238]一構成では、ワイヤレス通信のための装置２４０２／２４０２’は、ＵＥに、
ＰＣＣ上の第１のフレーム中で、ＳＣＣについての第１の構成情報を送信するための手段
のための手段を含む。ＰＣＣは、ライセンススペクトル中にある。ＳＣＣは、アンライセ
ンススペクトル中にある。第１の構成情報は、ＳＣＣ上の少なくとも１つのフレームにつ
いての第１のサブフレーム割振りを示す。装置２４０２／２４０２’は、ＳＣＣ上での第
１のサブフレーム割振りに従って、ＵＥにデータ送信の開始を示すインジケータを送信し
ようと試みるための手段を含む。装置２４０２／２４０２’は、インジケータを送信しよ
うとする試みが成功したとき、第１のサブフレーム割振りに従って、ＳＣＣ上の少なくと
も１つのフレーム中に、ＵＥにダウンリンクサブフレームを送信するための手段を含む。
ダウンリンクサブフレームは、データ送信の最初のサブフレームであり、第１のサブフレ
ーム割振りの開始に後続する。
【０２１４】
　[00239]第１のサブフレーム割振りは、少なくとも１つのフレーム中での、１つまたは
複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブフレーム、および
１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示し得る。少なくとも１つのフレームは
ＳＣＣ上の第１のフレームを含み得る。第１の構成情報は、第１のフレームの最初のサブ
フレーム中に、ＰＣＣ上で送信され得る。
【０２１５】
　[00240]装置２４０２／２４０２’は、アンライセンススペクトルを保持するために、
ＳＣＣ上の第１のフレームの最終サブフレームにおいて、ＵＥからデータを受信するか、
またはＵＥにデータを送信するための手段を含み得る。装置２４０２／２４０２’は、Ｐ
ＣＣ上の第２のフレームの最初のサブフレーム中に、ＳＣＣについての第２の構成情報を
ＵＥに送信するための手段を含み得る。第２のフレームは、第１のフレームに後続し連続
し得る。第２の構成情報は、ＳＣＣ上の第２のフレームについての第２のサブフレーム割
振りを示し得る。装置２４０２／２４０２’は、ＵＥに第２のダウンリンクサブフレーム
を送信するための手段を含むことができ、第２のダウンリンクサブフレームは第２のサブ
フレーム割振りの開始に後続する。第１の構成情報は、ＳＣＣ上の第１のフレームの最初
の２つのサブフレームがダウンリンクサブフレームであることを示す。
【０２１６】
　[00241]装置２４０２／２４０２’は、ＳＣＣ上の第１のフレーム中の少なくとも１つ
のサブフレームを占有する発見ウィンドウにおいて、ＳＣＣ上で１つまたは複数の発見信
号を送信するための手段を含み得る。インジケータを送信しようと試みるための手段は、
発見ウィンドウでの発見信号の送信に続く、ＳＣＣ上のサブフレーム中にインジケータを
送信しようと試みるように構成され得る。ダウンリンクサブフレームを送信するための手
段は、インジケータを送信しようとする試みが成功しなかったとき、デフォルト構成に従
って、発見ウィンドウでの発見信号の送信に続いて、ダウンリンクサブフレームを送信す
るように構成され得る。
【０２１７】
　[00242]少なくとも１つのフレームは、第１のフレームに続くＭ個のフレームを含む。
Ｍは１よりも大きい整数である。第１の構成情報は、１つのフレーム中での、サブフレー
ムの第１の割振りを指示し得る。１つのフレームの第１の割振りは、少なくとも１つのフ
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レームの各フレームに適用され得る。第１のサブフレーム割振りは、１つのフレーム中の
各アップリンクサブフレームに連続して、および先立って、１つまたは複数のダウンリン
クサブフレームを割り振ることができる。
【０２１８】
　[00243]第１の構成情報は、１つのフレーム中の複数の連続ダウンリンクサブフレーム
を指示し得る。第１の構成情報を送信するための手段は、１つのフレームの複数の連続す
るダウンリンクサブフレームのうちの最初のダウンリンクサブフレームに対応する第１の
フレームのｎ番目のサブフレーム中で、第１の構成情報を送信するように構成され得る。
ｎは整数である。少なくとも１つのフレームは、第１のフレームと第２のフレームとを連
続して含む。ダウンリンクサブフレームを送信するための手段は、第１のフレームのｎ番
目のサブフレームから第２のフレームの（ｎ－１）番目のサブフレームまでの期間内に、
ダウンリンクサブフレームをＳＣＣ上でＵＥに送信するように構成される。
【０２１９】
　[00244]第１の構成情報は、１つのフレームの最後における複数の連続アップリンクサ
ブフレームを指示し得る。装置２４０２／２４０２’は、インジケータを送信しようとす
る試みが成功しなかったとき、デフォルト構成に従って、複数の連続アップリンクサブフ
レームのうちの最初のサブフレームに対応する第１のフレームのサブフレーム中に、ＵＥ
と通信するための手段を含み得る。
【０２２０】
　[00245]装置２４０２／２４０２’は、少なくとも１つのフレームに関連付けられたア
ップリンク許可を送信するための手段を含み得る。アップリンク許可と第１のサブフレー
ム割振りとの間には衝突が存在し得る。装置２４０２／２４０２’は、アップリンク許可
に従って、少なくとも１つのフレーム中にＵＥと通信するための手段を含み得る。少なく
とも１つのフレームは、送信されたダウンリンクサブフレームにおいて始まる、ＳＣＣ上
の第２のフレームを含み得る。
【０２２１】
　[00246]少なくとも１つのフレームはＭ個のフレームを含む。Ｍは１よりも大きい整数
である。Ｍ個のフレームのうちの最初のフレームは、データ送信の開始に続いて、送信さ
れるダウンリンクサブフレームにおいて始まり得る。装置２４０２／２４０２’は、Ｍ個
のフレームのうちのｋ番目のフレームに続いて、ＳＣＣ上でのデータ送信の開始を指示す
るｋ番目の後続インジケータをＵＥに送信するための手段を含み得る。ｋは整数であり、
ｋ＝１～（Ｍ－１）である。Ｍ個のフレームのうちの（ｋ＋１）番目のフレームは、ｋ番
目の後続インジケータに続いて、最初のダウンリンクサブフレームにおいて始まり得る。
装置２４０２／２４０２’は、第１のサブフレーム割振りに従って、ＳＣＣ上でＭ個のフ
レーム内のデータをＵＥと通信するための手段を含み得る。
【０２２２】
　[00247]別の構成において、装置２４０２／２４０２’は、第１のフレームにおいて、
キャリア上でＵＥにデータ送信の開始を示すインジケータを送信するための手段を含む。
キャリアは、アンライセンススペクトル中にある。装置２４０２／２４０２’は、ＵＥに
、キャリアについての第１の構成情報を送信しようと試みるための手段を含む。第１の構
成情報は、キャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブフレーム割振り
を示す。装置２４０２／２４０２’は、キャリア上で第１の構成情報を送信しようとする
試みが成功したとき、第１のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の少なくとも１つ
のフレーム中に、ＵＥにダウンリンクサブフレームを送信するための手段を含む。ダウン
リンクサブフレームは、データ送信の最初のサブフレームであり、第１のサブフレーム割
振りの開始に後続する。
【０２２３】
　[00248]第１のサブフレーム割振りは、少なくとも１つのフレーム中での、１つまたは
複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブフレーム、および
１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示し得る。少なくとも１つのフレームは
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、第１のフレームに後続し連続する第２のフレームを含み得る。
【０２２４】
　[00249]装置２４０２／２４０２’は、第２のフレーム中の最初のダウンリンクサブフ
レーム中で第２の構成情報を送信するための手段を含み得る。第２の構成情報は、キャリ
ア上の第２のフレームについての第２のサブフレーム割振りを示し得る。装置２４０２／
２４０２’は、キャリアについての第１の構成情報を送信しようとする試みが成功しなか
ったとき、第２のサブフレーム割振りに従って、キャリア上の第２のフレーム中の第２の
ダウンリンクサブフレームをＵＥに送信するための手段を含み得る。
【０２２５】
　[00250]少なくとも１つのフレームは第１のフレームを含み得る。第１の構成情報を送
信するための手段は、第１のフレームの最初のダウンリンクサブフレーム中に第１の構成
情報を送信するように構成され得る。少なくとも１つのフレームは、第１のフレームに続
くＭ個のフレームを含む。Ｍは１よりも大きい整数である。
【０２２６】
　[00251]装置２４０２／２４０２’は、Ｍ個のフレームのうちの最初のフレーム中の最
初のダウンリンクサブフレーム中で第２の構成情報を送信するための手段を含み得る。第
２の構成情報は、キャリア上の１つのフレーム中での第２のサブフレーム割振りを示し得
る。装置２４０２／２４０２’は、キャリアについての第１の構成情報を送信しようとす
る試みが成功しなかったとき、第２のサブフレーム割振りに従って、Ｍ個のフレームの各
々においてダウンリンクサブフレームをＵＥに送信するための手段を含み得る。
【０２２７】
　[00252]装置２４０２／２４０２’は、少なくとも１つのフレームに関連付けられたア
ップリンク許可を送信するための手段を含み得る。アップリンク許可と第１のサブフレー
ム割振りとの間には衝突が存在する。装置２４０２／２４０２’は、アップリンク許可に
従って、少なくとも１つのフレーム中にＵＥと通信するための手段を含み得る。装置２４
０２／２４０２’は、第１のフレームの複数のダウンリンクサブフレーム中で第１の構成
情報を送信するための手段を含み得る。少なくとも１つのフレームは、ダウンリンクサブ
フレームにおいて始まる、キャリア上の第２のフレームを含み得る。
【０２２８】
　[00253]少なくとも１つのフレームはＭ個のフレームを含み得る。Ｍは１よりも大きい
整数である。Ｍ個のフレームのうちの最初のフレームは、データ送信の開始に続いて、ダ
ウンリンクサブフレームにおいて始まり得る。第１の構成情報は、データ送信の開始に続
いて、ダウンリンクサブフレーム中で送信され得る。装置２４０２／２４０２’は、Ｍ個
のフレームのうちのｋ番目のフレームに続いて、キャリア上でのデータ送信の開始を指示
するｋ番目の後続インジケータをＵＥに送信するための手段を含み得る。ｋは整数であり
、ｋ＝１～（Ｍ－１）である。Ｍ個のフレームのうちの（ｋ＋１）番目のフレームは、ｋ
番目の後続インジケータに続いて、最初のダウンリンクサブフレーム中に始まる。装置２
４０２／２４０２’は、第１のサブフレーム割振りに従って、キャリア上でＭ個のフレー
ム中のデータをＵＥと通信するための手段を含み得る。
【０２２９】
　[00254]上述の手段は、上述の手段によって列挙される機能を実施するように構成され
た、装置２４０２、および／または装置２４０２’の処理システム２６１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム２６１
４は、ＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ６
７５とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳さ
れる機能を実施するように構成されたＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプロセッサ６７０、お
よびコントローラ／プロセッサ６７５であり得る。
【０２３０】
　[00255]開示したプロセス／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階層
は、例示的な手法の一例であることを理解されたい。設計選好に基づいて、プロセス／フ
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ローチャートにおけるブロックの特定の順序または階層は並べ替えられ得ることを理解さ
れたい。さらに、いくつかのブロックは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の
方法クレームは、様々なブロックの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示され
た特定の順序または階層に限定されることを意図しない。
【０２３１】
　[00256]以上の説明は、当業者が本明細書で説明する様々な態様を実践できるようにす
るために提供される。これらの態様への様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本
明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範囲は
、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、クレーム文言に矛盾しない最大の
範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そのように明記
されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意
味するものである。「例示的」という単語は、本明細書において例、事例、または例示の
働きをすることを意味するために使用される。「例示的」として本明細書において説明さ
れるいかなる態様も、必ずしも他の態様よりも好ましいか、または有利であると解釈され
るべきではない。別段に明記されていない限り、「いくつかの（ｓｏｍｅ）」という用語
は１つまたは複数を表す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つの」、「Ａ、Ｂ、
およびＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」など
の組合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ、ま
たは複数のＣを含み得る。具体的には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、
「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組
合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ
、ＡおよびＢおよびＣであり得、任意のそのような組合せは、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの
１つまたは複数のメンバを含み得る。当業者に知られている、または後に知られることに
なる、本開示全体にわたって説明された様々な態様の要素のすべての構造的および機能的
等価物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるもので
ある。さらに、本明細書に開示されるものは、そのような開示が特許請求の範囲において
明示的に列挙されているかどうかにかかわらず、公に供されることは意図されていない。
いかなるクレーム要素も、その要素が「ための手段」という句を使用して明確に列挙され
ていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　　基地局から第１の構成情報を受信しようと試みることと、ここで、前記第１の構成情
報は、前記基地局の特定のキャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブ
フレーム割振りを指示する、
　　前記第１の構成情報を受信しようとする前記試みが成功したときに、前記第１のサブ
フレーム割振りに従って、前記特定のキャリア上の前記少なくとも１つのフレーム中に前
記基地局からダウンリンクサブフレームを受信することと、ここで、前記ダウンリンクサ
ブフレームは、データ送信の最初のサブフレームであり、前記第１のサブフレーム割振り
の開始に後続する、
　を備える方法。
[Ｃ２]　前記第１の構成情報は、前記基地局のプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣ
Ｃ）上の第１のフレーム中で受信され、前記特定のキャリアは前記基地局のセカンダリコ
ンポーネントキャリア（ＳＣＣ）であり、前記ＰＣＣはライセンススペクトル中にあり、
前記ＳＣＣはアンライセンススペクトル中にあり、前記方法は、
　　前記ＳＣＣ上での前記基地局からの前記データ送信の開始を検出しようと試みること
、ここにおいて、前記基地局から前記ダウンリンクサブフレームを前記受信することは、
データ送信の前記開始を検出しようとする前記試みが成功したときに実施される、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記第１のサブフレーム割振りは、前記少なくとも１つのフレーム中での、１つ
または複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブフレーム、
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および１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示する、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記少なくとも１つのフレームは、前記ＳＣＣ上の前記第１のフレームを含み、
前記第１の構成情報は、前記第１のフレームの最初のサブフレーム中に前記ＰＣＣ上で受
信される、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ５]　前記アンライセンススペクトルを保持するために、前記ＳＣＣ上の前記第１のフ
レームの最終サブフレームにおいて、前記基地局にデータを送信するか、または前記基地
局からデータを受信することと、
　前記ＰＣＣ上の第２のフレームの最初のサブフレームにおいて前記基地局から前記ＳＣ
Ｃについての第２の構成情報を受信することと、ここにおいて、前記第２のフレームは前
記第１のフレームに後続かつ連続し、前記第２の構成情報は、前記ＳＣＣ上の前記第２の
フレームについての第２のサブフレーム割振りを指示する、
　前記基地局から第２のダウンリンクサブフレームを受信することと、ここで、前記第２
のダウンリンクサブフレームは前記第２のサブフレーム割振りの開始に後続する、
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
[Ｃ６]　前記第１の構成情報は、１つのフレーム中での前記第１のサブフレーム割振りを
指示し、前記１つのフレームの前記第１のサブフレーム割振りは、前記少なくとも１つの
フレームの各フレームに適用される、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ７]　前記第１の構成情報は、前記１つのフレームの最後における複数の連続するアッ
プリンクサブフレームを指示し、前記方法は、データ送信の前記開始を検出しようとする
前記試みが成功しなかったときに、デフォルト構成に従って、前記複数の連続するアップ
リンクサブフレームのうちの最初のサブフレームに対応する前記第１のフレームのサブフ
レームにおいて、前記基地局と通信することをさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ８]　前記特定のキャリアはアンライセンススペクトル中にあり、前記第１の構成情報
を受信しようと前記試みることは、前記特定のキャリア上で実施され、前記方法は、
　　第１のフレーム中の前記特定のキャリア上での、前記基地局からの前記データ送信の
開始を検出することをさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ９]　前記少なくとも１つのフレームは、前記第１のフレームに後続かつ連続する第２
のフレームを含む、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記第２のフレーム中の最初のダウンリンクサブフレームにおいて第２の構成
情報を受信することと、ここにおいて、前記第２の構成情報は、前記特定のキャリア上の
前記第２のフレームについての第２のサブフレーム割振りを指示する、
　前記特定のキャリア上で前記第１の構成情報を受信しようとする前記試みが成功しなか
ったときに、前記第２のサブフレーム割振りに従って、前記基地局から、前記特定のキャ
リア上の前記第２のフレーム中で第２のダウンリンクサブフレームを受信することと、　
をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記少なくとも１つのフレームは前記第１のフレームを含み、前記第１の構成
情報は、前記第１のフレームの最初のダウンリンクサブフレームにおいて受信される、Ｃ
８に記載の方法。
[Ｃ１２]　前記少なくとも１つのフレームは、前記第１のフレームに続くＭ個のフレーム
を含み、Ｍは１よりも大きい整数である、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記Ｍ個のフレームのうちの最初のフレーム中の最初のダウンリンクサブフレ
ームにおいて第２の構成情報を受信することと、ここにおいて、前記第２の構成情報は、
前記特定のキャリア上の１つのフレーム中での第２のサブフレーム割振りを指示する、
　前記特定のキャリア上で前記第１の構成情報を受信しようとする前記試みが成功しなか
ったときに、前記第２のサブフレーム割振りに従って、前記Ｍ個のフレームの各々におい
てダウンリンクサブフレームを前記基地局から受信することと、
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
[Ｃ１４]　前記少なくとも１つのフレームに関連付けられたアップリンク許可を受信する
ことと、前記アップリンク許可と前記第１のサブフレーム割振りとの間に衝突が存在する
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と決定することと、前記アップリンク許可に従って、前記少なくとも１つのフレーム中に
前記基地局と通信することとをさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１５]　基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　　ユーザ機器（ＵＥ）に第１の構成情報を送信しようと試みることと、ここで、前記第
１の構成情報は、特定のキャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブフ
レーム割振りを指示する、
　　前記第１の構成情報を送信しようとする前記試みが成功したときに、前記第１のサブ
フレーム割振りに従って、前記特定のキャリア上の前記少なくとも１つのフレーム中に前
記ＵＥにダウンリンクサブフレームを送信することと、ここで、前記ダウンリンクサブフ
レームは、データ送信の最初のサブフレームであり、前記第１のサブフレーム割振りの開
始に後続する、
　を備える、方法。
[Ｃ１６]　前記特定のキャリアは前記基地局のセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣ
Ｃ）であり、前記第１の構成情報は、前記基地局のプライマリコンポーネントキャリア（
ＰＣＣ）上の第１のフレーム中で前記ＵＥに送信され、前記ＰＣＣはライセンススペクト
ル中にあり、前記ＳＣＣはアンライセンススペクトル中にあり、前記方法は、
　　前記ＳＣＣ上での前記第１のサブフレーム割振りに従って、前記ＵＥにデータ送信の
開始を示すインジケータを送信しようと試みること、ここにおいて、前記ダウンリンクサ
ブフレームを前記ＵＥに前記送信することは、前記インジケータを送信しようとする前記
試みが成功したときに実施される、
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
[Ｃ１７]　前記第１のサブフレーム割振りは、前記少なくとも１つのフレーム中での、１
つまたは複数のアップリンクサブフレーム、１つまたは複数のダウンリンクサブフレーム
、および１つまたは複数の特殊サブフレームの割振りを指示する、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ１８]　前記少なくとも１つのフレームは前記ＳＣＣ上の前記第１のフレームを含み、
前記第１の構成情報は、前記第１のフレームの最初のサブフレーム中に前記ＰＣＣ上で送
信される、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ１９]　前記アンライセンススペクトルを保持するために、前記ＳＣＣ上の前記第１の
フレームの最終サブフレームにおいて、前記ＵＥからデータを受信するか、または前記Ｕ
Ｅにデータを送信することと、
　前記ＰＣＣ上の第２のフレームの最初のサブフレームにおいて前記ＵＥに前記ＳＣＣに
ついての第２の構成情報を送信することと、ここにおいて、前記第２のフレームは前記第
１のフレームに後続かつ連続し、前記第２の構成情報は、前記ＳＣＣ上の前記第２のフレ
ームについての第２のサブフレーム割振りを指示する、
　前記ＵＥに第２のダウンリンクサブフレームを送信することと、ここで、前記第２のダ
ウンリンクサブフレームは前記第２のサブフレーム割振りの開始に後続する、
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の方法。
[Ｃ２０]　前記第１の構成情報は、１つのフレーム中でのサブフレームの前記第１の割振
りを指示し、前記１つのフレームの前記第１の割振りは、前記少なくとも１つのフレーム
の各フレームに適用される、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ２１]　前記第１の構成情報は、前記１つのフレームの最後における複数の連続するア
ップリンクサブフレームを指示し、前記方法は、前記インジケータを送信しようとする前
記試みが成功しなかったときに、デフォルト構成に従って、前記複数の連続するアップリ
ンクサブフレームのうちの最初のサブフレームに対応する前記第１のフレームのサブフレ
ームにおいて前記ＵＥと通信することをさらに備える、Ｃ２０に記載の方法。
[Ｃ２２]　第１のフレーム中の前記特定のキャリア上で、ユーザ機器（ＵＥ）にデータ送
信の開始を指示するインジケータを送信すること、ここにおいて、前記特定のキャリアは
アンライセンススペクトル中にある、
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
[Ｃ２３]　前記少なくとも１つのフレームは、前記第１のフレームに後続かつ連続する第
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２のフレームを含む、Ｃ２２に記載の方法。
[Ｃ２４]　前記第２のフレーム中の最初のダウンリンクサブフレーム中で第２の構成情報
を送信することと、ここにおいて、前記第２の構成情報は、前記特定のキャリア上の前記
第２のフレームについての第２のサブフレーム割振りを指示する、
　前記特定のキャリア上で前記第１の構成情報を送信しようとする前記試みが成功しなか
ったときに、前記第２のサブフレーム割振りに従って、前記ＵＥに、前記特定のキャリア
上の前記第２のフレーム中の第２のダウンリンクサブフレームを送信することと、
　をさらに備える、Ｃ２３に記載の方法。
[Ｃ２５]　前記少なくとも１つのフレームは前記第１のフレームを含み、前記第１の構成
情報は、前記第１のフレームの最初のダウンリンクサブフレーム中に送信される、Ｃ２２
に記載の方法。
[Ｃ２６]　前記少なくとも１つのフレームは、前記第１のフレームに続くＭ個のフレーム
を含み、Ｍは１よりも大きい整数である、Ｃ２２に記載の方法。
[Ｃ２７]　前記Ｍ個のフレームのうちの最初のフレーム中の最初のダウンリンクサブフレ
ームにおいて第２の構成情報を送信することと、ここにおいて、前記第２の構成情報は、
前記特定のキャリア上の１つのフレーム中での第２のサブフレーム割振りを指示する、
　前記特定のキャリア上で前記第１の構成情報を送信しようとする前記試みが成功しなか
ったときに、前記第２のサブフレーム割振りに従って、前記Ｍ個のフレームの各々におい
てダウンリンクサブフレームを前記ＵＥに送信することと、
　をさらに備える、Ｃ２６に記載の方法。
[Ｃ２８]　前記少なくとも１つのフレームに関連付けられたアップリンク許可を送信する
ことと、ここにおいて、前記アップリンク許可と前記第１のサブフレーム割振りとの間で
衝突は存在する、前記アップリンク許可に従って、前記少なくとも１つのフレームにおい
て前記ＵＥと通信することとをさらに備える、Ｃ２２に記載の方法。
[Ｃ２９]　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がユーザ機器（ＵＥ）であり
、
　　メモリと、
　　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つ
のプロセッサが、
　　　基地局から第１の構成情報を受信しようと試みることと、ここで、前記第１の構成
情報は、前記基地局の特定のキャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１のサ
ブフレーム割振りを指示する、
　　　前記第１の構成情報を受信しようとする前記試みが成功したときに、前記第１のサ
ブフレーム割振りに従って、前記特定のキャリア上の前記少なくとも１つのフレーム中に
前記基地局からダウンリンクサブフレームを受信することと、ここで、前記ダウンリンク
サブフレームは、データ送信の最初のサブフレームであり、前記第１のサブフレーム割振
りの開始に後続する、
　　を行うように構成される、装置。
[Ｃ３０]　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が基地局であり、
　　メモリと、
　　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つ
のプロセッサは、
　　　ユーザ機器（ＵＥ）に第１の構成情報を送信しようと試みることと、ここで、前記
第１の構成情報は、特定のキャリア上の少なくとも１つのフレームについての第１のサブ
フレーム割振りを指示する、
　　　前記第１の構成情報を送信しようとする前記試みが成功したときに、前記第１のサ
ブフレーム割振りに従って、前記特定のキャリア上の前記少なくとも１つのフレーム中に
前記ＵＥにダウンリンクサブフレームを送信することと、ここで、前記ダウンリンクサブ
フレームは、データ送信の最初のサブフレームであり、前記第１のサブフレーム割振りの
開始に後続する、
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　　を行うように構成される、装置。
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